


心 の 糧

大管長

ハ ロ ル ド・Ｂ ・リー

あ らゆる国 々に住む教会員た ちに申 し上 げたい。 それ ぞれ

の住む所 にあって，イギ リスの聖徒 たちが 「神 の御業 は ここ

にあ り。心を尽 くし働かん。み神が共にま しませぱ， いかで

恐 るる ことあ りや。われ ら生 きるは この地 な り，神 に仕 えん

この地 にて」 と歌 った様な気持を持 っていただきたい。

あ らゆる所 に住む忠実な聖徒た ちに，またすべて心の正直

な友人 たちに申 し上げ る。

家族 の祈 りを持 ち，家族 の結びつ きを強め，家庭を愛で満

た しな さい。

神権 の守護者 である人 々よ， 「教会員を守護 し，彼 らと共

にあ りて彼 らを強 くすべ き もの とす」 （教義 と聖約２０：５３）

とい う神聖 な責任 をおろそかに して はな らない。

指導者 であ る人 々よ，激流 のご とくに全地を覆 おうとして

い る邪悪 の流 れに対抗す るために，今 日天 よ り与 え られた プ

ログラムを全 力を尽 して遂行 しなさい。

あなた方指導者 は，他 の人 々に活動 の機会 を与 えることに

よって， 自分 自身 の荷 を軽 くす ることがで きる。 それ によっ

て， あ らゆ る人々が利益 を受 け るであろ う。

何 よりもま して，権 威 と権能 を持 ってイエス ・キ リス トの

福音を教え，私 た ちの主イエス ・キ リス トの神聖 な御業を，

絶えず証 しな さい。

そ して，心が正直で，真 心か ら真理 を探求 している友で あ

る皆様 に，厳か に証申 し上 げたい。生 け る者，死 に し者 の救

いの鍵を持つ，権能 ある僕 によ って儀 式 が執 行 され た時，

「キ リス トの瞭罪 によ り
，すべての人類 は，福音 のおきて と

儀式 とを守 る ことによ りて救われ得 る」 （信 仰箇 条第 ３条）

と。
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象泣嘔 一
末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 偉 大 な 人 々

大 管 長 会

ハ ロ ル ド ・Ｂ ・ リー

Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー

マ リオ ン ・Ｇ ・ロ ム ニ ー

十 二 使 徒 評 議 員 会

ス ペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ン ボ ー ル

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン

マ ー ク ・Ｅ ・ ピ ー タ ー セ ン

デ ル バ ー ト・Ｌ ・ス テ イ プ レ ー

リグ ラ ン ド ・リ チ ャ ー ズ

ヒ ュ ー ・Ｂ ・ブ ラ ウ ン

ハ ワ ー ド ・Ｗ ・ハ ン タ ー

ゴ ー ドン ・Ｂ ・ヒ ン ク レ ー

トー マ ス ・Ｓ ・モ ン ソ ン

ボ イ ド ・Ｋ ・パ ッ カ ー

マ ー ビ ン ・ Ｊ ・ア シ コ．ト ン

ブ ル ー ス ・Ｒ ・マ ッ コ ン キ ー

諮 問委 員会

Ｊ ・トーマス ・フ ァイア ンズ （内務伝達部長）， ジ ョン ・

Ｅ ・カー （配送 ・翻訳部長）， ドイル ・Ｌ ・グ リー ン （教

会誌 編集主幹 ）， ダニエル ・Ｈ ・ラ ドロウ （教育資料担 当

主幹）

統一誌編集主幹

日本語 コーデ ィネーター

ローカル編集

ラ リ ー ・ ピ ラ ー

八木沼修一

高木 まりゑ

ステ ー キ部 本部 ・伝 道 本 部 住 所

東京 ステー キ部 本部 〒１０７東京都港区北青 山 ３の ６．の ４
’ ＴＥＬ （０３－４０７－２控６５）

大阪 ステーキ部 本部 〒５６０大阪府豊 中市 岡町北 １の１２の ３

ＴＥＬ （０６８－５２－３７３４）

日 本 東 伝 道 本 部 〒０６３札幌市中央区北 ２条西２４の２４５

ＴＥＬ （０１１－６１１－３６９７）

日 本 伝 道 本 部 〒１０６東京都港 区南麻布 ５の ８の１０

ＴＥ Ｌ （０３－４４２－７４３８）

日本 中 央 伝 道 本 部 〒６５７神戸市灘 区篠原本町 ４の ６の２８

ＴＥ Ｌ（０７８－８８１－２７１２－３）

日本 西 部 伝 道 本 部 〒８１０福 岡市 中央 区平尾浄水町４６

ＴＥ Ｌ （０９２－５２－６０４８）

「偉大」 とい う言葉 には数 多 くの定義が ある。 たびたび世

の人 々は， 「偉大」の程 度を名声，富，権勢， さらには単 な

る知名度 によって測 ろうとす る。 しか し，真 の 「偉大 さ」 と

は精神 に関す る事柄で あり，その精神 によ って心を動 かされ

た人 々の生涯か ら最 もよ く測 ることがで きる。偉人 の生涯 は

高潔，奉仕，神 に対す る献身，真理のための献 身， 自己改善

そ して克 己に満 ちたもので ある。偉大な人々は名誉を求 めよ

うとは しないが， おのず と名誉が与え られ るので ある。

今月号 の 「聖徒 の道」で は， その大部分を ３人 の偉大な人

々，末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 の大管長会 を構成 してい

るハ ロル ド ・Ｂ ・リー， Ｎ ・エル ドン ・タナー， マ リオン ・

Ｇ ・ロムニーの半生 の記録 に費 や して いる。 ３人 の記録を書

いた人々 自身 も教会幹部 であ り， ３人 の方 々 と深 い霊的 な交

わ りを持 ち続 けて きた人 々である。

り一大管長， タナー副管長 ， ロムニー副管長 の半生 には，

興味深 い類 似点があ る。 ３人 が ３人 とも， その生涯 は質素な

生活で始ま った。それ故彼 らは貧 困の意味 を知 って お り，家

族を養 うため に精一杯働 くことの意味 を知 っている。彼 らは

一生懸命働 き．
，主を信頼 し，主 に仕 えてきた人 々で ある。 ま

たも うひ とつ の類似点は， ３人 とも人 々へ の奉仕 のためにそ

の生涯を捧げて きた ことで ある。その結果， ひ とりとして名

誉 を求 めは しなか ったが，おのず と名誉が与え られたのであ

る。

３人 ともが開拓者 の血筋をひいてい るとい ケことも， この

場合， あ る程度大切 な事実で あろう。末 日聖徒 とな る人々は

た ぐいまれな，霊的 な強 さ と洞察力を持つ人 々で ある。 しか

し， 勇敢 な開拓者 の先祖 を持 ちなが ら，わ き道 にそれて しま

った会員 もい る。真 にその相違 を生む ものは，そ の人 自身 に

あるのであ り， その人 が，神 の御手 によって，喜んで鍛練を

受 け，導 きを受け るか否 かにかかっているよ うに思 える。

主 がま さに この時代 のために育 て上 げ られ た ３人 の偉大 な

人 々の生涯 の物語 は，読者 の共感を得 るもの と確 信 してい る。

彼 らは神 の予 言者 であ り， 会員 たちによ り，神 の予言者 とし

て支持 されてい る人々なのであ る。

２４０



小さなアイダホの農場から出発 して，

今日末日聖徒イエス ・キ リス ト教会大

管長としてその偉大で神聖な責任を受

け る に至 った ハ ロル ド・：Ｂ ・リー の人

生 は ， 長 い 長 い 旅 で あ った。 そ の 旅 は

希望と不安に満ち，苦闘と悲豪に間断

な く見舞われ，や っと勝ち得た成功と

鍛えに鍛え抜かれた信仰に満ちあふれ

るば か りの もので あ った。一
大管長

ハ ロ ル ド ・Ｂ ・リ ー

２４１

私 が尊敬す る人 一

十二使徒評議員会会員

ゴ ー ド ン ・Ｂ ・ヒ ン ク レー

３歳半 の ハ ロル ド ・Ｂ ・リー

ハ ロル ド ・Ｂ ・リー 大 管 長 の生 涯 を略 述 す れ ば次 の よ うに

な る。 １８８９年 ３月 ２８日ア イダ ホ州 ク リフ トンで サ ミュ エ ル ・

マ リオ ン ・ リー とル イ ザ ・エ メ リン ・ビ ンガ ム ・ リー を両 親

とす る ６人 兄弟 の 長 男 と して誕 生。 近 所 の学 校 を振 り出 しに

プ レス トンの近 くの オ ナ イ ダ ・ア カ デ ミー で学 び ，続 い て ア

イダ ホ州 アル ビオ ンの ア ル ビオ ン州 立 師範 学 校 に学 ぶ。 そ の

後 ， ユ タ大 学 で 学 ぶ。 ユ７歳 で 教職 に つ き ， ユ８歳 に して校 長 と

な る。 そ の 後 ユ タ州 ソル トレー ク郡 で ふ た つ の学 校 の校 長 を

兼 務 。 １９２３年 １１月 １４日 フ ァー ン ・ル シ ンダ ・タナ ー と結 婚 。

１９６２年 ９月 ２４日妻 と死 別 。 １９６３年 ６月 １７日 フ リー ダ ・ジ ョウ

ン ・ジ ェ ンセ ン と再 婚 。

１９２８年 か ら１９３３年 ま で フ ァ ウ ンデ ー シ ョン出版 社 を経 営 。

ユ９３３年 か ら１９３７年 ま で ソル トレー ク市 理 事 を 務 め る。 この 時

教 会 福 祉 計 画 部 長 とな る。 １９４１年 ４月 ６ＥＩ十 二 使徒 評 議 員 会

の会 員 に指 名 され ， ユ９７０年 １月 ２３日十 二 使 徒 評 議 員 会 会長 兼

第 一 副 管 長 に指 名 され る。 さ らに１９７２年 ７月 ７ 日大 管長 に聖

任 され ， その 職 に任 命 され た 。

これが リー大管長 の人生 の流れで ある。 しか し， この生涯

は もっと詳 し く語 る価値 があるもので ある。

町の大き さか ら言 えば， クリフ トンは，幹線道路か らはず

れた小 さな町であ る。 しか し年月 がたつにつれ， この町 は，

第１１代大管長の出生 の地 としてその名が知 られるこ とにな る

で あろう。

リー大管長の父，サ ミュエル ・マ リオン ・リーは，南 ネバ

ダのパ ナカとい う田舎 町か らクリフ トンにやって来 たのだ っ

た。サ ミュエルは，生 まれて２８日目に，母 （リー大管長 の祖

母） と死別 した。 未熟 児で生 まれたサ ミュエルは，指輪が大

きす ぎて，腕輪 にな って しま う程 小 さ く，哺乳びんの代わ り

に， 目薬 のスポイ トで ミル クを飲 ませて もらう程 であった。

母親 の姉が クリフ トンに住 んでいたため，１８歳 の時， 引越 し

て その家族 と共 に生活を始め ることになった。

サ ミュエル はそ こで ，黒髪の黒い 目を したルイザ ・ビンガ

ムに会 った。ふた りはローガ ン神殿 で結婚 した。彼 らと， そ

の後生 まれ た ６人 の子供た ちの住んだ家は， 町か ら５キ ロ程

北 に入 ったほ こりっぽい道ぞい にあった。その道 は，夏 はほ

こり道，冬 は雪道，春 と秋はぬか るみにな るとい う道 であっ

た。一番近 い病院で も何 キロも離れてお り， また医者 に して

も同様 であった。 そ こでヘ ンダーソン家のスーザ ンおばさん

が家政婦 として働 くことにな った。

田舎 の子供 たちに混 じって， はだ しで，作 業着 を着 たハロ

ル ドが育 ったのは， こん な所で あった。ダ ドリー池では水泳

ができたが， 日曜 日は例外で あった。父は副監督 ，母 はＹＷ

Ｍ ＩＡの役員 で， 日曜 日は聖 日で あったのであ る。ハ ロル ド

・Ｂ ・リーがバプテスマを受 けた所 は，バイ ビー農場 にある

同 じよ うな池 であった。

当時は，経済状態 がす こぶ る悪か った。そのため，作物 は

豊 富に とれて も， ほ とんど金 にな らなか った。父は，刈 り入





れや井戸掘 りやかんが い用水 の建設 を請 け負 って，家族の収

入の増 加をはかった。 しか し， り一家 の子供た ちは， 自分た

ちが貧乏であ ることを知 らなか った。家庭 と教会が，娯楽 の

機会 を与 えて くれ たか らで ある。 リー家 の宝 は， ピアノであ

った。音楽教育 に造詣 の深 いスコ ッ トラン ド出身の女性 が，

ピアノの弾 き方 を教 えて くれた。

特 にハ ロル ドは，上達が早か った。興味深 い ことは， この

当時培 われ た音楽 に対す る愛が，後 に教 会音楽委 員会の議長

の職 についた時，遺憾 な く発揮 された とい うことであ る。

子供 たちは，母親 の御す馬車 に乗 って，毎 日，学校 へ ３キ

ロあま りの道 を往復 した。その馬車 には，冬 吹きつけ る北風

を防 ぐもの もな く，雪解 けの季 節 には道のぬか るみで大変 で

あった。だが， これが ク リフ トンの生活 であ った。 リー大管

長が 回想 して いるように， 「お金で買えない ものな ら何で も

あ りま した」 とい う生活で あった。

近所 の学校を卒業す ると，男の子 たちは家 を出て，２４キ ロ

ほど離れ たプ レス トンにあ る，教 会経営 のオナィダ中学校 に

入学 した。 この時，ハ ロル ドは１３歳 であったが， ここで初 め

て エズ ラ ・タフ ト・ベ ンソンと会 った。 その後， アイダホ州

の反対側 にあるアル ビオ ン州立 師範学校 に入学 した。 この学

校でハ ロル ド・Ｂ ・リーは，１７歳 で教員免許状 を取得 した。

それ は彼 にとって も，家族 にとって も，喜 ば しい 日 で あ っ

た。地方教育 委員会は， ク リフ トンか らそれ ほど遠 くない，

デ’イ トンとウエス トンの間 にあ るシルバース ター校 とい う，

１学級 しかない小 さな学校 の教 師にハ ロル ドを任命 した。

彼 は，週末 には決ま って， １６キ ロの道 を馬 に乗 って帰宅 し

た。

● ， ●

この期 間は， もっ と大 きな責任 を伴 った さ らに偉大な機会

に備 え る， いわば準備期 間で あった。翌年，委員会 は，彼を

４学級 あ るオ ックスフ ォー ド校 の校長 に指名 した。１８歳の青

年 に とって， これ は偉大 な機会で あった。彼 は６４キ ロの道の

りを，雨 が降 ろ うが風が吹 こ うが，天気の良 し悪 しにかかわ

らず，毎 日馬 に乗 って通勤 した。培われた音楽の才能 と，バ

スケ ッ トボール に秀で た彼 は，暇 な時間を地域活動のために

費 や した。 この当時，父 は監督で あり，ハ ロル ドが，後 によ

く知 られ るよ うにな った教会福祉計画の一部をかいま見たの

は この頃で あった。 当時 も現在 と同様，生 活困窮者の面倒 を

見 る責任 は監督 にあった。 り一監督は 自分で倉庫 を持 ってい

て，必需品 は皆，彼の食料貯蔵 庫か ら出 していた。夜 になる

と，家族 の者 は，父が小麦の袋を持 って出かけ るのを見た。

だが，困窮者 の自尊心が充分考慮 され，援助を必要 としてい

る人 々の名前が世間話のたね にな って彼 らが困惑 す ることが

ないよ う，厳密 に注意が払われたので，家族 の者 は父親 がど

こに出か けて行 くのか知 らなか った。

また，当時 も現 在同様，伝道 に出かけよ うとする青 少年 を

推薦す るの は，監督の特権であ り，責任 であった。 ４年 間教

職 にあったハ ロル ドは，既 に２１歳になっていた。 そ して， ヒ

ーバー ・Ｊ ・グラン ト大管長か ら
，西部諸州伝道部 で伝道す

る召 しを受 けた ので ある。

教会伝道部の鍵 のかか った書 庫の中には， 大管長会 あての

リー長老 に関す る報告が ある。１９２２年１２月３０日の 日付 けで，

ジ ョン ・Ｍ ・ナイ ト伝道部長の署名がある。 これによる と，

彼 の伝道期間 は，１９２０年１１月１！日か ら１９２２年 １２月 １８日まで と

なって いる。様 々な質問 に次のよ うな答 えが記 されている。

（下 ） ５歳 の と きの リー大 管長

（右 ） ア イ ダ ホ 州 オ ック ス フ ォー

ド校 で １９歳 の校 長 で あ った

（次 ペ ー ジ上） １９１５年 か ら１６年 ま

で 在 学 した オ ナ イ ダ ・ス テ ー キ

・アカ デ ミー の 討 論 会 の パ ー ト

ナ ー， ス パ ー レル ・パ フ（左）と

共 に

禦 蜜
　なヨ ぷ 　か ぼ し

遭ぐ

遭 鴫、

蒼黛 ∵；
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「評価一一 説教 者 として一 一非常 に優秀
。管理者 として一一

敏腕家 ，，福音 の知識 は一 一優秀。精力的で あったか一 きわ

めて。思慮分別 があ り， よい影響 を及ぼ したか一 然 り、備

考一 り一長老 は， １９２１年 ８月 ８日か ら１９２２年１明 １８日まで

デ ンバ ー地域 を管理 して抜群 の功績を残 した。非常 に優 秀な

宣教師 であ った。」

その時， 同 じ伝道部 内にソル トレー ク市出身の ファン ・ル

シンダ ・タナー とい う若 い姉妹宣：教師がい た。彼女 は同僚た

ちか ら理知 的で美 しい との評判 を得て いて，聖典の勉強 には

非凡な才能 を示 していた。 リー長老 は伝道か ら解 任 さ れ る

と， ク リワ トンには， ち ょっ と帰 っただけで，す ぐにソル ト

レーク市へ とって帰 し，彼 が伝道 中遠 くか ら敬服 して いたそ

の女性 のところへ行 き， プ ロポーズ した。ふ た りは リー長老

の伝道終了の約１１ヵ月後， ソル トレー ク神殿で結婚 した。

その結婚で，ヘ レンとモ副 〕ンとい うふ た りの美 しい娘が

生 まれ た。リー家 はその附近 の若者た ちの集会の場 とな った。

〆

リー姉妹 の穏やか な態度 と困難な問題 に対 処す る機敏 さは，

彼女 を知 る人 の賞賛 の的であ った。あ る時， ふた りの高名 な

人が 同僚 のひとりを批判 して いるのを聞いて， り 一 姉 妹 は

「公明正大で ありた いと思 った ら，親 切にす ることを忘 れて

はいけませんわ、」と言 って，ふた りの批判 を黙 らせ た ことも

あつた。

アーネス ト・Ｊ ・ウイル キンス夫人 とな った モー リンは事

ｌｇ６６年，父が教会 の仕事でハ ワイに行 ってい る間にな くな っ

た。 プ レン ト・Ｌ ・ゴーツ夫 入とな ったヘ レンは，長 く扶助

協会会長 の職 にあ り， 今［ヨもこの組織で働いてい る、，そ して

教師 として， 自分 の若 い娘 たちに親 しく接す る機会が 惇罵 ら

れている。

！１一大管長が １８歳 になるまでにふたつの学校の校長を務 轟

た素質 が， こ こで再認識 され る時が きた。 ユタ大学 での学業

が終 わる と， まず ウ ィッテ ィアー校の，続 いて ソル トレーク

郡 の ウッ ドロー ・ウ ィルソン校 の校長 に指名 された。

夏の間は，図書館 の仕事 もして いたが，１９２８年， ファウン

デー ション出版社 は，彼 を説得 して， 山岳地方担 当部長 とし

て招 いた。その後 １９３２年， ソル トレーク市理事 の死去 に伴 っ

て，彼 は理 事に指名 され た。 さ らに翌年 も再選 された，，

彼 は結婚後， パイオニアステーキ部 内に住んで いたが，そ

こでは教 会の責任 が次 々に与 え られ た。 そ して １９２９年，副 ス

テーキ部長 に指名 され， その翌年 にはステーキ部長 に召 され

た。その時３ユ歳 であった彼 は， 当時教会で最 も若 いステーキ

部長であ った。

その頃， アメ リカに も全世界 に も恐慌が忍び寄 って いた。

株は暴落 し，手形は滞 り，銀行 は閉鎖 され た。何百万 ドル と一
「お金 で 買 え な い もの な ら

何 で もあ りま した．、



為 罫罰

脚 墜
１鐸 騰 鋼
いう預金が宙に浮いて失われた。失業者の増加は破局を暗示

する勢いであった。長年の仕事が無駄になって，自殺する者

も出た。貧民救済所には人々がえんえんと列を作った。落胆

と悲劇があるのみであった。パイオニアステーキ部でも会員

の半分以上が失業 した。

若いステーキ部長にとって，恐ろしいチャレンジがやって

来たのだ。彼は，かつて誇り高 く，豊かであった人々が，失

業のために自分の家族 さえ養えな くなる有様を見て，心を痛

め，涙を流 し，神に祈 った。 この時，倉庫を建設する考えが

霊感によって与え られた。倉庫ができれば，そこへ食料や必

需品も集め，そこか ら貧困者に物資を分け与えることができ

るのだ。事業計画が実施 に移 され，この事業は地域社会の改

善に寄与 しただけでな く，さらに大事なことには，受けたも

のに対 して人々に働 く機会を提供 したのである。ある古い事

２４５

業所の建物が取 り壊され，その材料でステーキ部体育館を建

設 した。そして， この体育館は人々に社交とレクリェーショ

ンの場を提供することになった。

他のステーキ部 も同じような計画に着手した。そして１９３６

年 ４月，当初， ヒーバー ・Ｊ・グラン ト大管長が教会保全計

画 （現在の教会福祉計画）と呼んだ事業に着手するたあに，

これらステーキ部は一致協力することになった。

パイオニアステーキ部の若き指導者，ハロル ド・Ｂ ・リー

は，この絶望 と試練の時代にあって，困難の海に船出 した新

しい船の水先案内人 となるべ く召 しを受けた。問題は山積し

ていた。農業資産を集め，食糧を生産 し，またその処理施設

や貯蔵施設を造ることは困難をきわめた。さらに悪いことに

教会のすることに対 して批判的な態度を取る人々がいた。そ

のような人は，福祉などというものは政府のする仕事である

と考えていたのだった。

だが，祈 りと説得に努め，汗 と涙を流 し，そして予言者か

らの祝福を受けて，彼はシオンのステーキ部を東 奔 西 走 し

た。その結果，ようや く計画 も軌道に乗 り，発展 して，隆盛

を見るに至った。

今日の福祉計画の広範な成果，すなわち一 数々の豊かな

農場，処理工場，かん詰め工場，大穀物倉庫，製粉工場，そ

の他アメ リカ全土に散 らばっている施設一 を見ると，当時

リー大 管 長 の指 導 の も と に１９３３年 に建 設 され た パ イオ ＝

ア ス テ ー キ部 体 育 館 。 １９５４年 この 体 育館 は ハ ロル ド・Ｂ ・

リー ・ホ ール と改 名 され る 。

１９４１年 の リー 家族 （左 か ら）フ ァー ン ・リー姉 妹 ，ヘ レ

ン （ゴ ーツ ）， モ ー リ ン （ウ ィル キ ンス）， リ噛長 老

蝉評

．麟



の努力の跡をしのぶことができ，感動を禁 じえない。政府の

救済計画が，いまだ絶えず攻撃の的になっている今 日，教会

の計画は全世界の人々か ら変わらぬ賞賛を博 している。教会

で福祉計画を運営したため，納税者たちは何百万 ドルという

お金を納めなくてもすんだ。数千という男女が雇用の機会を

与えられ，数多 くの身体障害者にも自分の必要なものを自分

で働いて得る機会が与えられている。この計画の恩恵に浴 し

ている人々で， 「怠惰ののろいと施 し物の悪」影響を受けて

いる人はいない。それ らの人々の尊厳 と自：尊心は固 く守 られ

ている。直接その計画の恩恵に浴 していない数多くの男女 も

食糧の生産や処理に携わった り，数々の仕事を共同で行なう

ことによって，人々のため非利己的な奉仕をする喜びが得 ら

れることを証 している。

この計画の大きな意義と驚異的な結果を証することのでき

る人は，この計画を成 し遂げ，そ して善のための力を現実の

ものにまで引き上げた啓示のみたまを決 して疑 うことができ

ないだろう。この計画の最初の部長であり，その後長 く，教

会福祉委員会の議長を務め，霊感あふれる指示を与えたハロ

ル ド・Ｂ ・リー大管長には，賞賛の声を送 らなければならな

い。だが リー大管長は，これをおだやかに否定するだろう。

それ は正 しいのであ る。なぜな ら， リー大管長 は， この栄誉

を主 に帰 したい と望 んでいるか らであ る。主 は， この僕 を鍛

え るにあた って， その献 心 と信頼 をよ しとされ たのである。

興味深 いことに， リー大管長 を補佐 するマ リオ ン ・Ｇ ・ロ

ムニー第二副管長は， この計画 の初期 の頃，共 に辛苦 をなめ

た友で あり，また リー大管長 のあ とを継 いで部長 となった人

で ある。ふた りはそれよ り何 年 も前 に，個人的 に親 しくなっ

て いた。ふた り共，その計画 の最初 の集 会が開かれた頃 は，

作業着を着て，共 に働いた ものであ った。 以来， ふた りは，

共 に働 く経験を積み重 ね るうちに，無類 の伴 となったのであ

（上 ） １９３８年 教 会 福 祉 委 員 会 の 最初 の 管理 主事 と し て働 く リ ー 兄

弟 。 委 員 会 ア ドバ イ サ ー と 共 に一 ア ル バ ー ト ・Ｅ ・ボ ウ エ ン長

老 ， メル ビ ン ・Ｊ ・バ ラー ド長 老 ， ジ ョン ・Ａ ・ウ ィ ッツ ォー長

老 ， ヘ ン リー ・Ｄ ・モイ ル 長 老 （後 ろ に 立 って い る）

（中 ） １９３７年 教 会 福 祉 委 員 会 左 か ら メ ル ビ ン ・Ｊ ・バ ラ ー ド，

ロバ ー ト ・ Ｌ ・ジ ャ ッ ド， ヘ ン リー ・Ｄ ・モ イ ル ， ウ ィ リア ム ・

Ｅ ・ライ バ ー グ ， ハ ロル ド ・Ｂ ・リー ， セ オ ドア ・デ ブ リー ， キ

ャンベ ル ・Ｍ ・ブ ラ ウ ン， ス トリ ンガ ム ・Ａ ・ス テ ィー ブ ンス ，

マー ビ ン ・０ ・ア シ ュ トン監 督 ， ケ ー ト ・パ ー カ ー

（下 ） １９３４年 父 と 息 子 の 活 動 で ヒー バ ー ・Ｊ ・グ ラ ン ト大 管長 と共

に 。 この 時 リー大 管 長 は パ イ オ ニ ア ス テ ー キ部 の ス テ ー キ部 長 で

あ った 。

る。

３分の １世紀前を振 り返ってみると，今日リー大管長の双

肩に引き継がれた重責に耐えさせるべ く，この僕を鍛練され

た主の御手を見ることができる。教会の福祉計画の，試練 に

２４６



満 ちた開拓時代 にあって，辛苦をなめ信 仰を試 された リー長

老 は， ヒーバ ー ・Ｊ ・グラン ト大管長によ って使徒職 に召 さ

れ，１９４１年 ４月 ６日十二使徒評議員 会の一員 として支 持 され

た。

この召 しの際， ジ ョン ・Ａ ・ウィ ッツォー長老 １は， 新 し

い同僚 についてイ ンプ ール ブメ ン ト誌 の社説で次 のよ うに書

いている。 「彼 は主 に全幅 の信頼を寄せ，同胞 に対 して絶 え

ざる愛 を持 っている。教会 と国家 に対 して は忠誠を尽 くし，

福音 のためには， 自分 の ことも忘 れて献身す る人で ある。知

性 と精力 と指導力 に恵 まれ，神 の御言葉 とみ こころを教え る

弁 舌には天職 の才 があ る。彼が主 に助 けを求 めに行 く時，主

は，人類 の救 いを実現 させ永遠 の御計画 を押 し進 めるため，

彼 を強 力な器 となすで あろ う。 ……彼 のため に捧げ る人 々の

祈 りの声 が主 の耳 に届 く時，．彼 には， 自分がかつて知 り得 な

鷲 驚 畿 ら欝 ろうｄ（イン継 ブメン
これらの評価は正鵠を射ており，また予言的な言葉でもあ

った。

彼の過去３１年の生涯は， 「全世界におけるキ．リス トの御名

の」特別な証人 として，特別な職である使徒に課せ られた偉

大なそして神聖な召しを終始一貫，忠実に尽 くした歳月であ

った。

この責任を遂行するにあたって，彼は大管長会の指示の下

に，世界各地を旅 し，声をφげて，全人類の購い主の使命を

証 し，人々の心を動か した。

彼は， しばしば，パウロがコリン ト人にあてた次の言葉を

引用している。 「また， もしラッパがはっきりした音を出さ

ないなら，だれが戦闘の準備をするだぢうか。」（１コリン ト

１４；９）ハ ロル ド ・Ｂ ・リーの言葉 には，全 くあいまいな と

ころがない。言 葉のあやを使 うのではな く，確固た る信念 に

基づいた，確信 にあふれ る彼 の証 は，今 や２０力国語近 くの言 葉

に翻 訳 されて， 身分 の上下 な く世界 のすみずみ にまで述べ ら

れてい る。真理 について証 を述べ る時 は，神 の僕 と して，そ

の責任 に対 し， いささか もた じろ ぐことはない。彼が証を述

べ る時，宣教 師は心 をふ るいたたせて， さ らに熱心 に努め る

よ うにな り，教 会員 は，福音 に生 きよ うと新た な決意を抱 き

求 道者 は強 く心 を刺 され るので ある。彼 は体を使 うことを惜

しむ人 ではな く，健康 を損 う恐れが あって も過酷な スケ ジュ

ールを こな しで きている
。彼 の側近 は，彼が ある時期何 ヵ月

もの間，体 の痛 みのない ことが なか ったこ とを知 ってい る。

幸いに も，今 ではその状態 もな くな り，現在７３歳の人 には重

す ぎると思 え る程 の荷 を背負 って も，か くしゃ くと してい る

のであ る。だが，数 々の病 い と闘 って きて，他人の苦 しみに

対 して鋭 い感受性 を持 っている。彼 は，聖徒た ちを勇気づけ

祝 福す るために世界各地 を旅 したひ とりで ある。世界の各地

（上）福祉計画の初期における建物，デゼレト工場と大穀物倉庫

（右ページ）１９４５年ジョージ・アルバート・スミス大管長と リー長老
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には， この主の僕が行使 した奇跡的な神権の力を，感謝を込

めて証する人々が大勢いる。

彼はまた，兵役についている人々の直面する孤独，恐れ，

チャレンジに対 して も，深い思いやりを持っている。第二次

世界大戦，朝鮮動乱，アジアでの戦闘の際，彼は教会の軍人

プログラムを指揮 した。そして絶えず教会幹部の兄弟たちに

／一
「彼は主に全幅の信頼を寄せ，同胞に

対 しては絶えざる愛を持 っている。教

会と国家に対 して忠誠を尽 くし，福音

のためには， 自分のことも忘れて献身

する人である。知性と精力と指導力に

恵まれ，神の御言葉とみこころを教え

る弁舌には天賦の才がある。彼が主に

助けを求めに行 く時，主は，人類の救

いを実現させ永遠の御計画を押 し進め

るため，彼を強力な器とな す で あ ろ

う。……彼のために捧げる人々の祈 り

の声が，主の耳に届 く時，彼には，自

分がかつて知 り得なかった程の強さが

与えられるであろう。、

兵役にある人々にも教会の完全なプログラムを及ぼし，それ

によって彼 らもあらゆる祝福と機会を受けるようにすべきだ

と話 している。彼は，兵役にある教会員たちを訪問するため

に海上 と陸上を問わず，世界各地を旅行 している。１９５５年，

彼は韓国を訪問した。その時はまだ，大きな軍の基地があり

彼は軍服に身を包んで，その悲惨な戦闘状態の国に駐留 して

いる会員を訪問した。彼に合った人々は，彼の親切 と関心を

また人の世界に関与 して働 く神の強大な力について述べた彼

の証を忘れることはないだろう。彼は軍人たちに慰めと平安

を与え，悲劇の深い谷間に落ち込 もうとしている多 くの人々

を救 った。

彼は遺族にも慰めを与えている。 自分 自身の経験か ら，愛

する者を失った悲 しみを知 っているのである。愛する伴侶が

生死の境をさまよっているとき，彼はソル トレーク市を遠 く

離れて，あるステーキ部の大会に出席 していた。一晩中旅 し

て，彼女のもとへ急いだが，彼が着いたとき，すでに彼女は

他界したあとであった。彼のそばにあって，彼女の逝去によ

って生 じた悲 しみの時を知っている人々は， リー大管長の味

わった悲しみの深 さを，幾分なりとも感 じただろう。１９６２年

のことであった。１９６６年に愛する娘のモーリンが死んだ時も

リー長老は教会の責任でハワイにいった。この時，モーリン

は４人の子供を残 して逝った。

これら一連のつらい経験は，耐えがたいものではあったが

他の人々の重荷を思いやる感覚を一層養 うものとなった。愛

する人を失 うという同じような経験をした入々にとって， リ
ー長老は，その気持ちをわかってもらえる友であり，また，

その幾たびかの試練に耐えた信仰は，人々に強さの源を与え

る友 ともなっている。

１９６３年，彼はフリーダ・ジョウン ・ジェンセンと再婚 した。

彼女は，夫の生涯にとって，驚 く程大きな力 となった。高度

の教育を受けて洗練された彼女は，どのような立派な人々と

の交際にも，物おじすることのない女性である。彼女は生ま

れつき，非常に立派なたしなみを備えた女性でもある。教育

者 としての訓練 も受け，教べんを執ったり，様 々な行政上の

責任を受けたりして，ソル トレーク郡のジョーダン校区で小

学校教育の指導主事として活躍 したこともあった。彼女 はま

た，初等協会の中央管理会の役員としても働いた こ とが あ

る。彼女の営む家庭は，夫にとって安 らぎの場であり，また

そこを訪れる機会に浴 した人々にと’っては，楽 しい歓待の場

で もある。

デビッド・０ ・マッケイ大管長は，り一長老が教会の全プ

ログラムに通 じ，またそれまでの業績で証明ずみの行政手腕

を買って，彼を相互調整委員会の議長に指名し，教会の全教

科課程を統合させた。これによって，教会の教育組織 と教育

施設について完全な分析がなされ，これまで何年間も使用さ

れてきた各クラスのテキス ト内容の徹底的な再検討が試み ら

れたのである。彼の指示のもとに多大の努力が払われたこと

によって，教会活動と教義のあらゆる面の知識を伝え，各会

員の霊性を高めるために，相互調整教科課程がつ くられるこ

ととなった。彼の傑出した指導力は，この責任 において遺憾
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な く発揮された。その手腕は手堅 く，その目標は６はっきり

と見定め られていた。教会全体が，彼の奉仕によって多大の

恩恵を受けている。

マッヶイ大管長が逝去し，ジ ョセブ・フィールディング・ス

ミスが大管長の職を継承 したことに伴い， リー長老は，十二

使徒評議員会の会長となり，さらにス ミス大管長によって，

第一副管長に選ばれた。このため，彼が以前から携わってい

た活動のうちい くつかの議長職を退かねばならなくなったが

所期の目的は，彼の全般的な指導を受けて，そのまま引き継

がれている。教会の教師たちをさらに訓練するために，様々

なプログラムが設けられた。監督の訓練プログラムも実行に

移され，全世界の宣教師プログラムも強化された。

彼が， これら一連の活動やその他数多 くの活動を指導 して

いた時，彼の行政者 としての秀でた手腕は，他の分野でも認

め られた。彼はアメ リカ赤十字の中央管理会の一員に指名さ

れている。また，全アメ リカ適正生命保険協会，ユニオン・

パシフィック鉄道，その他多 くの会社から理事 として就任 し

て欲 しいという要請を受けている。彼は， これらの職にあっ

て，政界，実業界，教育界，その他の分野で政府の要人 と交

わる機会を持った。彼の親友の中には，上記の人々も入って

いる。これ らの人々は， リー大管長の判断を尊重 し，当時の

交遊を懐 しく感 じている。ユタ州にある３つの主要大学一

ブ リガム ・ヤング大学，ユタ大学，ユタ州立大学一 は皆，

彼に名誉学位を贈 っている。国内各地の教育家たちは，彼を

（上 ） 家 庭 で くつ ろ ぐ リー大 管 長 と フ リー ダ ・ジ ョウ ン ・リー姉 妹

（右 上 ） ジ ョセ ブ ・フ ィ ール デ ィ ング ・ス ミス．大 管 長 と リー 副管 長

理解 あ る友 のひ とりに数 えている。１７歳で公立学校 の教職 に

ついた人物 が， そのよ うな思慮を持 ち，評 価を得ていた とし

て も不思議 はないであろ う。

ジ ョセブ ・フ ィール デ ィング ・ス ミス大管長が，１９７２年 ７

月 ２日の夕方，静か に息 を引 き とった とき，十二使徒評 議員

会 のす べての会員 の心 には，だれが ス ミス大管長の後 を継い

で大管長 になるか とい う疑惑 の気持 は，いささか もなか った。

７月 ２日金曜 日の朝，十二使徒評 議員会の会員 は， ソル トレ

ー ク神殿 の神聖 な一室 に集 った
。 その静かな聖 な る場所 で，

皆，心 を開 いて みた まのささや きを求めた。い合わせ たすべ

て の人 々の心 は，その ささや きの答 えに， ひ とつ となった。

主 により選ばれ，幼年時代か ら回復 された福音 の原 則の中で

育 ち，３１年間使徒の職 にあ って練 られ，鍛 え られたハ ロル ド

・ビンガ ム ・リーが，末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 の大管

長 ，予言者，聖見者 にして啓示 を受け る者 として 指 名 さ れ

た。そ こにいた人々の手 が皆，彼 の頭上 に置かれ，主 に油注

がれた者 と して， この高 く比類 ない召 しに按手聖任 されたの

で ある。

世界 中の聖徒 の信仰 と祈 りの支持を受 けて， リー大管長は

今，地上 におけ る神 の王 国の管理大祭司の職に ある。

注） １， ジ ョソ ・Ａ ・ウイ ッツォー （１８７２－１９５２） ノル ウ」一に生まれる。 １９２１年 ３月

１７日使徒職 に聖任 され る。
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攣

第一副管長

Ｎ ・エ ル ド ン ・タ ナ ー

一 清廉潔 白の士 一

十二使 徒評議 員会会員

ヒ ュ ー ・Ｂ ・ブ ラ ウ ン

タナ ー副管長 は，教会 内外 において

大 きな尊 敬 と賞賛 を勝 ち得 ている。非

常に控 えめな出立 を して以来 その着実

な出世に見 られ るよ うに，今 日彼が教

会の指導者 としての地位 を築 きあげる

ために，絶 えず主 の訓練 を受 けていた

よ うに思 え る。彼 のす るひとつひ とつ

の ことには，将来偉大 な人物 となる芽

生 えが見 られた。

エル ドンは， ／８９８年 ５月 ９日， ナサ

ン ・ウィ リアム ・タナー とサラ ・エ ド

ナ ・ブ ラウン ・タナーの長子 として生

まれた。 ふた りは幌馬車 に乗 って カナ

ダの農場 へやって来 たユタの人で あっ

た。彼 らの最初 の家 は， いわゆ る，防

空 ごう的 な もので，丘 の中腹を けず っ

て，丸太 で補強 した一部屋 の小屋で あ

った。 この小屋 はカー ドス トンか ら９

キ ロ程南 にあった。 しか し，エル ドン

が生 まれ たのはそこで はなか った。彼

の母 は，実母か ら初子 の出産 に立 ち合

って もらうために， ソル トレーク市 へ

帰 っていたのである。

その時，私 は１４歳で あった。医者 の

エ リス ・シ ツプ先生 に束 ても らうこと

になっていたが，到着か三蛍 ．て しまっ

た。当時の交通機関 といえば，馬か馬

車であった。そのため私の母は，私に

この世に生命を送 り出すために手伝っ

てもらうことになるかもしれないか ら

手を消毒するようにと言った。だが，

幸いなことに，シ ップ先生は，出産に

は間に合った。私がエル ドンについて

最初に覚えているのは，必要があれば

手伝おうとして待っていた時に聞いた

エル ドンのうぶ声である。直観的に彼

が約束の子であるとわかった私は，そ

の時以来，彼とは固いきずなで結ばれ

ている。

エル ドンの少年時代は幸福ではあっ

４歳 の 頃 カー ドス トンで

たが，数多 くの責任が あった。 ８人兄

弟 の最年長 であったために，弟や妹た

ちに正 しい模範 を示す よ うに期待 され

た。 しか し彼 は， 自分が いつ も誘 惑 と

闘 っている普通 の子供で あった と言 っ

ている。 ある時，監督で あった彼 の父

が数時 間外 出す ることになった。その

時父 は，留守中 の仕事を子供 た ちに説

明 し，必ずや ってお くよう命 じて出か

けた。

父親が出か けたあと，子供 た ちは子

牛 に乗 って近 くの家畜場 まで行 って遊

ぶ ことに決めた。 とて も楽 し くて，時

のたつ のも忘れて しま った。やがて父

親が帰 って来た。 しか し，父親 は彼 ら

を しか った り，いわゆ る 「愛 のむち」

を くれた りせずに， エル ドンを傍 らに

呼ぶ と， じっとエル ドンの 目を見 つめ

て言 った。 「エル ドン。 お前 には任せ

ておけ ると思 っていたよ。」

これだけの罰 でエル ドンには十分だ

った。そ してその時，彼 は， 自分 の父

に二度 とこのよ うな懲 らしめの言葉 を

言 わせ るよ うな ことはす まい と決心 し

たのだ った。

彼は幼い うちに，独立独行 の美徳 と
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一見難 しいとも思える仕事をやり通す

決断力 とを学んだ。少年の時には，彼

は４頭だての馬車を駆って，しばしば

朝の吹雪の中を，穀物を積んで倉庫ま

で行ったものである。彼は農場で一生

懸命働 く価値を知 ったため，全生涯を

通じて，手もとにある仕事に専念す る

のを習慣にしてきた。

彼が１５歳の頃に起きたひとつの事件

は，彼の性格の一端を物語っている。

家畜の番をしていたときに，彼は馬か

ら落ちて しまった。立ち上がったとき

彼は左手の指が ３本間節の所で骨折 し

ているのがわかった。 ３本の指とも手

の甲の方にそ り返っていて，中指の骨

は傷 口か らとび出していた。彼は異常

な程の勇気を振 りしぼって，指を握 り

しめてまっす ぐにし，再び馬に乗って

医者の所へ行った。医者はこの少年の

気力に驚いてしまった。骨は皆，正常

な位置にあった。そこで医者はただ傷

口を縫いさえすればよかった。

青年時代も，彼は年齢以上の責任を

受けた。ある時，家族全員が天然痘に

かかり，看護をする者が彼だけになっ

てしまった。 ３日２晩，彼は一睡 もせ

ずに，病人の看護にあたった。隣人た

ちは，そ のひどい病気を恐 れて，だれ

ひ とり来 ようと しなか った。

収穫や他の農作 業のため に，彼の学

業が しば しば中断 されたので，両親 は

彼 に正規の教育 を受け させ ることに し

た。彼は ア トナとい う小 さな町 で ９学

年の課程 を終 え， その後 レイモ ン ドの

夜学 に通い， そ こで１０学年 と１！学年 の

課程 を終 了 した。 その後， 肉屋 と食料

品店 で働 いて 自分 の生活費を稼 ぎなが

ら， カル ガ リー尋常師範学校で ６ヵ月

の課程を とった。

１９１９年 に， ２ヵ所か ら教 員 と して採

用す るとの通知が来た。ひ とつは ヒル

スプ リングにあり，家族の住 いの近 く

にあった。 もうひ とつはやや離 れては

いたが，最初 の所 よ り給料 もよ く，気

持 も動 か された。 しか し，家族 と教会

を愛 す る彼 の気持 の方が優先 し， その

結果 ヒル スプ リングにある ３学級 の学

校 の校長兼教師 の仕事 の方を選ぶ こと

に した。

彼 の夢 と祈 りが答え られて，サ ラ・イ

ザベル ・メ リル とい う名前の美 しい 目

を した教師 と出会い，恋 を したのは こ

の ヒルス プ リングでの ことであ った。

ふた りは１９１９年１２月２０日に結婚 し， そ

の後，１９２３年に アルバー タ神殿 が献堂

され た時， そこで永遠に結び固め られ

た。

教職 につ いた最初の年に，彼 は ７年

生 と ８年生を教えた。 ヒルスプ リング

には高等学校がなか ったので，最初 の

６人 の ８年生 が皆 １１年生 になるまで，

毎年彼 は １年 ずつ課程 を上 げて教 え続

けた。毎年 （ただ ひと りの例外 はあっ

たが），彼 の生徒 は全員，厳 しい政府

の進級試験 に合格 した。

１９２２年 の秋，エル ドンと彼の教えた

６人 の卒業生 は， ヒル スプ リングを出

て，一緒 にカー ドス トンで１２年生 にな

った。 このため，彼 らは，昔 の先生 と

一緒 に高 等学校 を卒業 す るとい う珍 し

い経験を したのであ る。翌年， エル ド

ンは再 び ヒルスプ リン グに戻 って，教

職 に就 いた。

この頃 は恐慌 の時代で あ り，教師の

給料 はひど く悪か った。そのため， タ

ナー家で は， その乏 しい収入を補 う必

要が あった。そ こで彼 らは， ただひ と

つ の財産で ある極上 の新 しい フォー ド

セダンを売 って しまった。 そのお金 を

頭金 にして，彼 らは小 さな雑貨店 を購
．

入 し，学校で教 える片手間 に経 営 した。
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当時 の雑貨店 と言 えば，衣類 か ら農機

具 まで何で もそ ろっていた。店 は非常

に繁盛 したため，彼は，店 と郵 便局 の

経営 に専念 しようとして，教員 をやめ

た。彼 は自分で レスブ リッジや カー ド

ス トンか ら荷物を運送 した。

次 にタナー副管長は カー ドス トンで

高校教師 とな り，家族 共にそ こに移 っ

た。 このカー ドス トンでの ８年 の間に

彼 は町会議員 にな り，小学校長 にな り．

スカウ トの隊長にな り，副監督 にな り

その後， カー ドス トン第 １ワー ド部 の

監督 になった。

彼の謙遜 さと指導力は，彼が副監督

として，また執事定員会指導教師とし

て働いていた時，その行動によってい

かんな く発揮された。その執事の少年

のうち何人かは定員会の集会に出席 し

ていなかった。彼は，少年たちの家庭

を訪問して，す ぐに原因をつきとめた。

彼 らには日曜 日に着て行 く立派な服が

な く，仕事着を着て教会へ行 くのをた

めらっていたのである。次の日曜日，

彼は少年たちと協定を結んで，仕事着

のままで神権会に出席 し，少年たちに

会った。言うまでもなく，彼はこれ ら

（左）１９２１年タナー家の最初の家と初めての子供

（上）結婚して数カ月後のタナー副管長夫妻。共に学校で教えていた
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の少年たちの愛を勝ち得たうえ，まも

なくこれらの少年たちは完全に活発に

なった。

この間，彼は教師の給料を補 うため

に，保険の外交をした り，洋服を売っ

たりした。また， ２頭の乳牛を飼い，

上のふたりの娘は牛乳びんを腰のまわ

りと肩に結びつけ，雪道をかきわけて

毎 日牛乳を配達 した。タナー姉妹は５

人の娘の着る物をすべて作った。家族

の者は皆，家の仕事で非常に忙しかっ

た。娘のルツが言っているように 「あ

の恐慌の時代には，他の子 供 た ち は

皆，貧乏を身にしみて感 じているよう

に見えました。で も私たちは決してそ

んなことはありませんで した。私たち

は忙 しすぎたんです。」

このようにして，タナー副管長は小

さいうちか ら子供たちに，勤労と人か

ら信頼 されることの大切さを徐々に教

え込んだ。彼は子供たちを しつけるの

に，尻をたたくこともあったが，ほと

んどの場合，厳 しい目つきでにらむだ

けであった。ルツはそのことを思い出

してこう言っている。 「私にはそんな

ことできないわ。だって，お父さんが

にらむんですもの。」 ５入 の娘たちは

皆，父を尊敬 していた。彼は厳格な人

ではあったが，子供たちをほめたり，
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また彼 らがけがを した り病気 のときに

は，慰 め ることをため らうような人で

はなかった。

公衆 の面前で表わす ことはな いもの

の，妻 に対す る彼 の愛 と感謝 の気持 は

彼 がタバナ クル の演壇上 にある自分 の

席 に行 く際 に，彼女 の方を ち らっと見

た り， また彼女 の手 に触れて いった り

する ことで明 らかで ある。彼女 は，彼

に とって大 きな慰 めと強 さの源泉で あ

る。

１９３５年， アルバ ータ州で新 しい政党

が勢力 を増 してきて， タナー副管長 は

その党職 に立候補す るよう 説 得 さ れ

た。 この時彼 は，社会資産 政府 の立法

府議員 に選ばれた。 このため，彼 は 自

分 の小 さな家族を カー ドス トンか らエ

ドモン トンに移す ことにな った。 しか

しこの引越 しも，彼 と妻 が注意深 く，

慎重 に考 慮 しては じめて，行 なわれ た

ものであ った。

タナー副管長 は， それまで議会 に一

度 も登院 した ことはなか ったが，議員

の議長 に指 名 された。彼 は， この６３人

の議 員か らな る堂 々たる団体 の議長を

務 め るにあたって，組織力 と能率的 に

ことを進 める才能 とをいか んな く発揮

した。彼 は，議 事手続 きに精通 しよう

と，毎 日毎晩勉強 に励 んだ。それ以来

彼 は， 「全生涯 にわたって， まだ用意

ので きていない責任が次 々私 に与え ら

課

ノ磁 滋鱒
レ

れて きた ように思 えます。 で も， ひ と

つひ とつの責任 を果 たす ことによって

自分が それまで全 く及 ぼない と思 って

いた こともで きるよ うにな りま した」

と言 ってい る。

彼 の能 力 と偉大 な可能性 は， アル バ

ータ州知 事のエイバーハー ト氏 の注意

をひ き， １９３６年 １２月， その自治体 の部

長 とな るよ う要請 され た。彼 自身 は，

教育 か 自治関係 を担 当す るよう要請 さ

れる もの と考 えて いたが，土地 ・鉱 業

部長 に指名 され た。 この職 は後 に，ふ

たつに分割 されて，鉱 業部 と土地 ・森

林部 になった。ふたつ の部 の 長 と し

て，彼 はアルバ ータとい う眠れ る宝庫

に埋 まる莫大 な量の原 油をは じめ， あ

らゆる天然資源 について管轄 す る責任

が あった。

タナー副管長が資源 保全計画 を始 め
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た時，彼 自身 は言 うに及ばず，州 にと

って も，偉大な機会が待 ち受 けていた。

彼 は， カナダの他 の州 はおろか，他

の国々の模範 となる法律を議会 に提出

した。彼 の助力 によって， アルバ ータ

州 は， カナダでただひ とつ，負債 のな

い州 となった。

彼 とタナー姉妹 は，数多 くの社会 的

義務 と責任を，暖か く，穏 やかな威厳

を もって受 けて きた。そのため，彼 ら

自身 のため にも，教 会のために も，多

くの人々 と親交を得 た。

彼 らは， カナダやイギ リスの数多 く

の有力な人 々か ら賞賛 と尊敬 を勝 ち得

た。イギ リスでは，彼 らは故 ウ ィンザ

ー公の公式 の招待客 とな り， またビー

バ ーブル ック卿 をは じめ， その他 の政

府高官 にまみえる機会 もあった。南 ア

ルバ ータでエ リザベ ス王女 と共 にス カ

（上 ） １９３１年 ， ア ル バ ー タ 州 の 鉱 業 ・土地

長 官 と して イ ギ リス を旅 行 中 の タ ナ ー兄

弟 （一 番 右 ）

（右 ペ ージ 上 ） １９４９年 １月 ， レス ブ リ ッジ

の ス カ ウ ト大 会 に て 一 こ の時 ， Ｎ ・エ ル

ドン ・タナ ーは ， 若 い ス カウ トの隣 りに

座 って い た が ， 集 会 の 管 理者 はふ た りに

立 つ よ う に 言 い ． まず ス カ ウ トを指 して

「これ が 現 在 の 君 た ち だ 一 と言 い ，次 に

タナ ー副 管 長 を指 して 一将 来 ．君 た ち に

は こ の よ う な立 派 な 人 にな って ほ しい 」

と 言 った と い う。

、下 ） 同 時 に ふ た つ の省 の長 官 を 務 め て い

た １９４０年 代 に撮 影 した も の．



ウ トたちを観閲 したのは，大 きな名誉

で あった。後 に女 王 とな られた時 も，

彼 らは女王 とフ ィリップ公 と共 に食事

をす る機会が あった。 また，西 イン ド

諸島 のバルバ ドス政府 に招 かれ， １カ

月間，石油 とガス資源 に関す る立法 の

起草を助 けた こともあ った。

Ｎ ・エル ドン ・タナーの全生活 は，

福音の原 則に対す る， ゆるぎない忠節

と献 身に満 ちている。 エ ドモン トンで

１６年間，政府 の要職 にあった時，彼 は

教 会のエ ドモ ン トン支部 の支部長を務

めた。 この支部 は，最初 は，二階の一

室 を借 りて， １５人程で集会を してい る

にす ぎなかった。 しか し，初めて教 会

堂 が建設 され た時， 出席者 は ３５０人 ま

でになっていた。 さ らに，エ ドモン ト

ンで大学 に通 う教会員 のため に，素 晴

らしいイ ンステ ィチュー トの建物がで

きた時，私 たちは皆，大喜び した もの

であった。作業着 に身 を包 んで，彼 は

他 の教会員 たち と共 に働 いた。必要 と

あ らば，卑 しむべ き仕事な ど何 もなか

った。 ブ ラウン姉妹 と私 は，エル ドン

が支部長 を して いる間， １年半程，エ

ドモン トンに住んでいた。私 た ちは彼

の影響力 の強 さに驚 き，また教 会内外

の人 々が一様 に彼を賛え るのを見て，

心暖 まる思 いが した。

あ らゆ る分野 に秀いでた ナサ ン ・エ

ル ドン ・タナーの進歩の跡 は， 一一歩 ず

つ，段 々と高 い責任を着実 に果 た して

きた ことに示 されてい る。次 々に訪 れ

る新 しい高い責任 は，彼 の成長 と業績

の成果で あった。１９５２年，政府 での仕

事 はすで に終わ った と感 じた彼 は，辞

職 して， カルガ リーに移 り， そ こで新

し く設立 された カナダ ・メ リル石油 の

社長 にな った。およそ ２年 間そ こに留

ま り，あ る程度 の金銭的成功 も得 た。

１９５４年，彼 は， カナダ横断 パイ プ ラ

イ ン株式 会社 の社長 になるよ う要請 さ

れた。 この会社 には， アル バータか ら

モ ン トリオール まで， カナダ横 断パイ

プ ラインを建設す る， ３億 ５千万 ドル

に も及ぶ計画が あった。 しか しその計

画 は，混乱 と競争， また連 邦政府の困

難 な状況 などで，泥沼 にはま り込 んで

いた。 そ こで，関係者の問では， ナサ

ン ・エル ドン ・タナーこそ カナダでた

だひ とり，種々の利害 をひ とつにま と

めて，政策 と合致 す るライ ンを建設す

ることので きる人物 であ るとい うこと

で意 見が一致 した。最初，彼 は断わ っ

た ものの， アルバ ータ州知事 のアーネ

ス ト・Ｃ ・マニ ングや， カナダ通商産

業長官 の Ｃ ・Ｄ ・ホウが彼 の愛 国心 に

訴 えたため，彼 は不本意 なが らも，新

しい石油会社 を去 って， この巨大な計

画 を進 めることにな った。

彼 はその時，新 しい カルガ リーステ

ーキ部 の部長 に任命 されたばか りであ

つ た。そのため， トロン トへ引っ越 す

用意な ど何 も していなか った。 会社 と

して は， トロン トに本部 をお くつ もり

で あった。 しか しどうして も彼 の力 が

必要だ ったため，本部 を カルガ リーに

移す ことに決 定 した。 この仕事 で， し

ば しば カナダの東部 へ旅行 する必要 が

隼 じたが，彼 は週末 には必 ず，教会 の

仕事を果 たすために家 へ帰 った。彼 の

生 活では，いつ も教会 が第一 となって

い る。まず神 の国 と神 の義 とを求 める

な らば，私 たちのためになる他 の もの

がすべて添 えて与 え られ ることを，彼

は心 か ら信 じて．いるか らで ある。

こうして，何百 とい う会社か ら石油

を買 いそれをカナダ全土 はおろか合衆

国の一部 にまで販売 しなが ら， カナダ

５州 にまたが って， ３，６００キロに及 ぶ

パ・イプ ラィンを建設す るという，膨 大

な計画が始 まらた。 ある当局者 が言 う

よ うに， 「それ は，大陸横 断鉄道 の建

設以来 の大事業で あった。 しか も， そ

れ は ４年以内 に完成 した 。」 １９５９年 に

彼 の ５年間の契約が切れ るまで，会社

．は莫大な成功を収 め，彼 自身 は カナダ

の人 々か ら尽 きることのない感謝 を受

けた。

夫妻が，１９５２年 に カルガ リーに引 っ

越 して来 た時， タナー副管長 の教会で

の最初の責任 は， ワー ド・テ ィーチ ャ

ーであ った
。 タナー姉妹 はその時 の こ

とを回想 して次 のよ うに語 ってい．る。

「ワー ド・テ ィーチングか ら戻
って来

た最初 の晩，私 は 「ワー ド・テ ィーチ

ャｒになって どん な気持 ？」 と尋ねて

みま した。多分， エ ドモン トンでユ６年

間 も支部長を務 めたあとで，い ささカ〉

意気消沈 して いるので はないか と思 っ
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たか らです。 ところが，私 はそれに対

す る夫 の答えに驚 きもし乳心 が開かれ

た思い もしま した。」 タナー副管長 は

こ う言 ったのだ。 「もしすべての ワー

ド・テ ィーチ ャーが， この召 しで主 の

望んで お られ ることを皆果 た した ら，

監督 の仕事 は，現 在の半分以下 で済 む

よ うになるだ ろう。」

（左下）１９５９年野外活動で楽しむタナース

テーキ部長

（右下）１９３６年のタナー家族。前列左から

タナー副管長， 娘のヘレン， タナー姉

妹， 後列左より， イザベル， ゾラ， ベ

ス，ルツ

（右上）ソル トレーク市の自宅にて。タナ

ー副管長夫妻
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後 に彼 は レス ブ リッジステ ーキ部 の

高等評議員 に召 され，また１９５３年１１月

１５日， カル ガ リース テーキ部が組織 さ

れ た時，彼 は初代 のステーキ部長 とな

った。

その後 ７年間， タナー副管長 とタナ

ー姉妹 は
， カル ガ リーで友人や子供 た

ちや孫 たちに囲 まれて，楽 しい生活を

お くった。

タナー家 は常 に固 い家族の きずなで

結 ばれ てお り，今で はタナｒ副管長は

で きるだけ多 くの時間を， ５人の娘 と

２６人 の孫， そ して ３人 のひ孫 と過 ごす

ことに して いる。

タナー副管長夫妻 は，彼 らの 「夢の

家」 を カル ガ リーに建て るよ うに計画

し， やっ と建て終わ って住み始めた時

彼 に十二使徒評議員会補助の召 しが来

≠こ。 そ こで彼 らはユタに移 った。

彼 は この召 しを受 けるにあたって，

教会 の総大会でへ り くだ って証 したが

そ の言葉 に，主 の御 業のためには無私

の献身をす るとい う彼 の態度 がよ く表

われてい る。 「私 は全 力を尽 くす つ も

りです。そ して，私 は主 の御業 のため

には喜んで この生命 を捧 げたい と思 っ

て います。」 彼 は１９６０年 １０月 ９日に任

命 を受 けた。

その直後 に彼 は要請 を受 けて， デ ビ

ッド ・０ ・マ ッケイ大管長 と私 に同行

して ロン ドンに行 き，新 しいハイ ドパ

ーク教会堂 の献 堂式 に参 列 し
， イギ リ

ス とオ ランダにおけ るス テーキ部 の設

立を助 けた。 このス テーキ部 の組織 の

終わ った ４日後 ，彼 は ロン ドンで西 ヨ

ーロ ッパ伝道部の伝 道部長 として働 く

よ う召 された。 この伝道部 にはイギ リ

ス国内 の伝道部， フランスのふたつの

伝道部，それ にオランダ伝道部 が含 ま

れ るこ とになった。

１９６２年１０月， タナー長老 は，十 二使

徒評議員会 の会員 に召 された。１９６３年

１月 には， ソル トレーク市 へ呼び戻さ

れ，系図協 会の会長会 の責任 を受 けた。

彼 は，１９６３年１０月 ４日に マ ッケ・イ大管

長 の第二副管長 として召 された後 もし

ば らくの間， この責任 にあった。１９７０

年 １月 のマ ッケイ大管長 の逝 去の後，「

彼 はジ ョセブ ・フ ィール デ ィング ・ス

ミス大管長の第二副管長に任命され，

さらに，１９７２年 ７月のスミス大管長の

逝去に伴い，彼は，私たちの愛する大

管長ハロル ド・Ｂ ・リーの第一副管長

に任命 された。

今 日，教会の偉大な発展が続いてい

る。そして教会幹部による重要事項の

決定に際して，、タナー副管長の判断力

と謙遜 さは，重要な役割を演 じている。

彼は深い理解力 と同情心の持ち主であ

る。彼の献身は，彼が大管長会の召 し

を受けた時の言葉に表われている。

「私は皆様が示 して下さった信頼と支

持の挙手に対 し，皆様すべてに心か ら

の感謝を申し上げます。私は，神の王

国を建設す るため，主が これまで私を

祝福して与えて下さったあらゆるもの

を使って， この召しを果たす ことを，．

皆様 と神に約束いたします。」

タナー副管長の秘書であるラルー ・・

スネフは， タナー副管長についての感

想を求められて，次のように言ってい

る。 「承認を必要 とするようなことを

迅速にさばくその能率 と能力は，いつ

も驚 くばかりです。本当に鋭い観察力

をお持ちです。役員会の同僚の方々が

皆，口をそろえて私に言 うことは，．副

管長の公正さ，またいつでも問題の両

面か ら意見を聞く態度に感嘆 している
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一
「タナー副管長の人生は，変わ りゆ く

世にあって不変のものであ り，また，

個人と国家の高潔さを救おうと思うな

ら，霊的価値をその核として再教育す

る必要のあることを証し続けるもので

ある」

とい うことです。皆，副管長 の率直 さ

に感謝 し，だれで もいつ も副管長の と

る態度 を知 っています。副管長 は忠誠

の意味 を安売 りす る方で はな く，義 し

い原則 のためには，決 して 自分を曲げ

ない方です。

副管長 は，訪問者 にはていねいで，

優 しく， また特 に若 い人 々 と会 うのが

お好 きです。副管長 の事務所 の秘書 た

ちは，副管長 の鋭 いユーモアのセンス

と絶 えざ る親 切 と思 いや りに感謝 して

います。」

タナー副管長 の人生 は，変わ りゆ く

世にあって不変のものであり，また，

個人と国家の高潔 さを救おうと思 うな

ら，霊的価値をその核 として再教育す

る必要のあることを証 し続けるもので

ある。彼は，人が神の子であり， この

人生で神聖な目的のあることを知って

いる。霊的価値 というものは，人の心

の中でのみ働きうるものである。そ し

て彼は生涯を通 してこの模範を示して

きた。

たぐいまれな行政能力と疑いえない

高潔さとを持った彼は，公職にいた間

その率直さのゆえに，政敵からさえそ

の名を知 られていた。彼は，偉大な信

仰と勇気 と堅固さを持つ謙遜な人であ

り，教会の責任にその身を捧げる有能

な指導者である。また献身的な夫であ

り，父親でもある。教会の高い職 に召

さ．れている人で，ナサン ・エル ドン ・

タナーほど，豊かな天性とそれ以上に

数多 くの訓練と経験という背景を持 っ

て選ばれた人はいない。私は彼に対 し

大きな本能的な愛と，わが子のような

情愛を感ずるのである。 この高い召 し

にいる彼を，主が祝福 し，支持 して下

さるように。
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当時の数多 くの モル モン教徒 と同 じ

よ うに， マ リオン ・Ｇ ・ロムニー副管

長 も，幼少 にして独立心を学んだ。 １９

５１年！０月 ６日に十二使徒評議員 会の会

員 として聖任 されてか らは言 うまで も

な く，生涯を通 じて， 自分 と愛す る人

々を支 えるた めにいろいろとや り繰 り

してきた。 ロムニー副管長が指導に あ

た り，豊か な霊感を もた らした福祉計

画 は，召 され て初 めて着手 した もので

はな く，生涯 を通 してすで に知 って い

た生 き方 を具体化 したもので あった。

彼 の経験 は，広 くステーキ部や ワー ド

部のわ くを越 えて得 られ たもので あっ

た。それは子供 の時，家族 を養 うた め

に働 いた ことか ら始 まっていた。 その

経験は彼 に 自然 にやってきた。

マ リオ ン ・Ｇ ・ロムニーは， １８９７年

９月１９日，メキ シコの コロニア ・ジ ュ

レズで， アメ リカ人のジ ョージ ・Ｓ ・

ロムニーとアル テメ シア ・レッ ド ・ロ

ムニーを両親 と して生 まれた。彼 は，

移民学校で教育を受 けた。その後 メ キ

シ コに動乱が起 こったため，移住民 た

ちは北方へ追放 されたが，彼は アイ ダ

ホ州 オーク レーで さ らに教育を受 け，

続 いて リックス ・アカデ ミー （現 リッ

クス ・カレッジ） に学 んだ。

１９２６年，彼 はユタ大学で理学士 の学

位を取得 して卒業 し，１９３２年には法学

士の学位を取得 した。後に彼は法学博

士号も得た。彼が法律の分野で訓練を

積んだことは，後に教会幹部に召され

てか ら，地域社会における政治活動に

関 して道義上の問題がたたかわされた

とき，幹部たちの討議を進める上で，

非常に大きな真価を発揮 している。

弁護士の資格を得てからは，１１年間

も法曹界で活躍 し，その間，郡検事補

助，地方検事補助となり，市検事補助

にもなった。また，州の議会やアメリ

カ陸軍でも動いている。

ロムニー副管長の卓越 した指導力は

いつも指導的な地位にあることか ら明

らかである。彼はソル トレーク市第３３

ワー ド部を監督 として管理 した。今で

も彼のことを監督と呼ぶ人がいる。ま

たボンネビルステーキ部でステーキ部

長 も務めた。そして，１９４１年 ４月 ６日

に末 日聖徒イエス ・キリス ト教会の教

会幹部 としての第一歩を踏み出し，以

来３１年間この地位にある。最初の１０年

間は十二使徒評議員会補助 として，後

の２０年間は十二使徒評議員会会員 とし

て務めた。そ して，どんな職や召しや

委員会にあろうと立派に任務を果たし

てきている。

３０年間というもの，彼の思いの大半

修修修修（謬修修修修修修修修修幽謬修修修修修修修修

第二副管長

マ リ オ ン ・Ｇ ・ロ ム ニ ー・

義 の 象 徴 一

十二使徒評議員会会長

ス ペ ンサー ・Ｗ ・キ ンボー ル
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を占めてきたものは，他の幹部の兄弟

たち と同様，伝道活動 のことで ある。

彼 の特別 な責任 の中 には， メキ シコや

ヨー ロッパ， アジアで の仕事が含 まれ

ている。伝道活動 と共 に，彼の心を占

める ものはホーム ・テ ィーチング活動

であ り， ロムニー副管長 はこの活動を

特 に強調 している。進んで監督 にホー

ム ・テ ィーチング の責任を与えて欲 し

い と要求 し，若 い同僚を割 り当てて く

れるよ う求 める程，熱心で ある。彼 の

人生訓 は， もし近所 に見知 らぬ人がや

って来 た ら， その人 は友人を必要 とし

ているか らホーム ・テ ィーチ ャーを召

すべ きだ とい う考 えで ある。 ホームテ

ィーチ ャーは，だれか新 しい人がや っ

て来 るか ど うか も調べ る必要があ る。

また，聖餐会 に出席す ることが義 し

いと信 じているな ら， ロムニー副管長

のワー ド部へ行 ってみ るとよい。そ う

すれば，急で，やむにやまれぬ責任 が

ない限 り，彼が毎週，安息 日の集 会に

出席 して いることがわか るであろ う。

食事時 にロムニー副管長の家庭に足 を

踏み入れてみ るとよい。 そ うす れば，

半世紀近 くの間，その家か ら朝 な夕 な

聞 こえて くる祈 りの言 葉を耳にす るこ

とで あろう。 もし什分の一の記録 が公

開 され た ら， ロムニ ー副管長の家庭が

福音 に従 って生活 し，戒めを守 り，主

を愛 して いることがよ くわか るであろ

う。彼の心 は，神の御 旨がそのまま し

み込んでい ると思われ る程，比類 ない

もので ある。

メキ シコ地域 を管轄 す る新 しい責任

が与え られた時 に示 した，彼 の， これ

らの国々 と国民に対 す る関心は，心暖

まるもので あった。 ロムニー副管長 は

メキシコ人が使 うスペイ ン語 の勉強 を

始 め，人々の考え方を学 び，彼 らの必

要な ものを感 じ取 り，彼 らの気持が手

に取 るようにわか るよ うにな った。 そ

の結果，メキ シコの聖徒 たちは，非常

に豊 かな祝福 を受け ることになった。

洞察力 と呼ばれ るに値 す るものがある

とすれば，ち ょうど彼 がメキ シコで駆

使 したよ うな，先 を読 み抜 いた計画 を

立て ることであ る。今 日，数千 という

メキ シコの子供 たちが何 らかの形で学

校へ通 っているが， これは， ロムニー

（左） １９１７年 か ら２０年 まで リ ック ス カ

レ ッジ の バ ス ケ ッ トボ ール ヂ ー ムの

主 将 で あ った

（下 ） １９１６年 ソル トレー ク市 にて 。 フ

ッ トボ ー ル の選 手 で あ った

副管長 の先 見の明による もので ある。

ある人々は，特 に幹部 の兄弟 たちの

管轄 地域が変更 にな るまで，彼が は じ

めか らメキ シコ人を特 別な気持で愛 し

ていたのだ と考 えていた。 だが彼 の責

任が，南 アフ リカ，西 ヨーロッパ， ス

カンジナビア， そ してアジアへ と変わ

ってい って も， これ らの国々の人 々と

その要 求や問題 に対 して示 した関心 の

深 さは，メキ シコの人 々に示 した もの

と比べて何 ら劣 るものではなかった。

それゆえ， これは彼 の個人的 な好み の

問題ではな く，責任 を与 え られれ ばこ

１９２１年 オ ー ス トラ リア で 宣教 師 を

して い る と き の マ リオ ン ・Ｇ ・ロ

ム ニ ー
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の偉 大な人物 があ らゆ る方面 に相 当の

義務を 自覚 していたか らで ある と結論

づけ ることができ る。彼 の人間愛 は，

世界の人々に及 ぶ程， 大きい もので あ

った。 ヘ ン リー ・バ ン ・ダイ グ の言

葉を借 りれば，「彼 は人の心 に，何百 と

い う言葉 で語 りかける ことを学 んだ。

自分が至高者 の僕 である ことを君主 に

告げ るためには王宮 まで出向き， 自分

が神 の子 であ ることを農夫 に告 げるた

めには丸木小屋 まで出かけた」 ので あ

る。

そ して，今 ではまた責任が変わ りロ

ムニ ー副管長 の心 は，再び あ らゆる国

々の人々に向け られている。世界中 を

くまな く旅行 したため，彼 は，世界中

の様 々な人々やその文化， またその問

題や要求をわ きまえている。現在，彼

の活躍の分野 は，世界 中に 及 ん で い

る。

教 会の人々に とって， シオンの息子

が教 会で指導 力を発揮 して成長 し，進

歩 してい くのを見 るのは最 も喜 ば しい

ことであ り， また大きな満足 の得 られ

るもので ある。彼 は，執事，祭司，長

老，宣教 師 とい う階段 を昇 って来 た。

監督 にな り，ステ ーキ音１二長 にな り，十

二使徒補 助 とな り，使徒 となった。 そ

して今，彼はハ ロル ド・Ｂ ・り一大管

長， ナサ ン ・エル ドン ・タナー副管長

と共 に教会の大管長会 を構成す る地位

にいるのであ る。

２５９

ロムニ ー副管長 を深 く知 り， また長

年，共 に働 いてきた私 たちは，彼が リ

ー大管長 の副管長 に選 ばれ て も
，少 し

も驚 かなかった。私 たちは，だれで も

皆 この高 い召 しにいる ロムニー副管長

を支持 し， この大管長会を構成す る ３

人 の有能 な人 々の指導 のもとに前進す

る業 に，全力 を尽 くして貢献 したい と

願 うので ある。

タゴール２は言 った。「あ らゆ る子供

は，神が まだ人間 に望みを抱いてお ら

れ る とい うお とずれを携えて， この世

にやって来 る。」 確 かに主 は， マ リオ

ン ・Ｇ ・ロムニーが，その宿題をな し

遂 げ，数 々の経験を し，偉大な責任 に

召され る備 えがで きるのを， じっと待

ってお られ たので ある。

ロムニー副管長 の優れた指導 力 とそ

の特性 は，彼 の先祖 の中 に，すで に歴

然 としているよ うに思われ る。 マイル

ズ ・ロムニーが，結婚 したばか りの妻

のエ リザ ベス ・ガスケル と，イギ リス

のプ レス トンの商店街で買物を してい

た時の ことがあった。 その時彼 らは，

オル ソン ・ハイ ド３と ヒーバ ー ・Ｃ ・

キ ンボール４が 福音を説 いてい るのを

聞いたのである。彼 らは１８３９年 まで ２

年 間，教会 には加わ らなか ったが，感

銘 を受 けたことは事実だ った。後 に彼

らは教会員 となり， アメ リカへ移住 し

て， イ リノイ州 ノーブ ーに行 った。

大 ロムニー家族 の頭 とな るマイルズ

・パ ークが生 まれたのは， この ノーブ

ーで あ
った。家族 は結 局平原 を横断す

ることにな り， ソル トレー ク盆地 まで

行 った。 ここでジ ョージは， しば らく

ソル トレーク神殿 建 設 の た め に働 い

た。 ある日，彼 らが什 分の一事務所 に

いると， ブ リガ ム ・ヤ ング大管長が彼

らに話 しかけ，南下 して 「マデ ィ開拓

豪
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地」へ行 くように言 った．南へ下 った

彼 らはユタのセン ト・ジ ョージに定住

す ることにな り，それ以来， ここは何

か につ け， ロムニー家の本拠地にな っ

た。

ロムニー副管長 の家族 の母方 に も立

派な人 々が いた。 アル テメシア ・ロム

ニーの祖父 にあた るソロモン ・チ ェン

１９２２年 オ ース トラ リアの シ ドニ ーに て

宣 教 師 の マ リオ ン ・Ｇ ・ロ ム ニ ー長 老

バ レンは， ブ リガム ・ヤング と共 に教

会 に加入 し， ジ ョセ フ ・ス ミスの家族

を個人的 に知 っていた。彼 もヤング大

管長 と共 に平原 を横 断 し，言 い伝 えに

よれば， ヤング大管長 の幌馬車 を御 し

て いた とい う。

メキシコでの ロムニー家の物語 は！８

８５年 に始 まった。 この時，彼 らは他 の

聖徒た ちと共 に，メキ シコ政府 の許可

を得て，北 メキシコに入植 したのだ っ

た。 １８９７年， マ リオン ・Ｇ ・ロムニー

は ここで生 まれ た，

それ ぞれ の家 族 が 自 分で 家 を 建 て

た 。大体 どの家 に も庭 があ り，小 さな果

樹 園が あり，牧草地が あ り，アル ファル

ファや とうもろこ しなどを植えた小 さ

な畑が あった。共同体の牧草地は，皆

に所有権が あったため， マ リオンや同

年齢の子供た ちは，毎 日牛を連れて，

牧草地 のあち こちを歩 き回った。彼が

生涯，座右 の銘 と している ものは，彼

の父か ら聞 いた， 「うね の最後の最後

まで くわを入れ ない うちは，決 して仕

事 をやめてはいけない」 とい う言葉で

あった。

家族 の長子 として， マ リオンには仕

事 が山程 あった。 同 じ年頃 の少年 たち

が学校 で フッ トボールやバスケ ッ トボ

ールに興 じているのを横 目で見 なが ら

丘 の上 で家畜 の番をす ることは，大 そ

ヴづ らい仕 事であ った。彼 は，牛 の乳

しぼ りが うま くな って，３０メー トル も

離 れた ところにい る猫 の口めがけて，

乳を とばす ことができ るよ うになった

と自慢 してい る。 あ る時彼 が牛 を追 っ

て，彼 らの敷地 とマ クレラン家 の敷地

の間の道 を通 っている と， マ クレラン

家 のへいそいに リンゴが熟 しているの

が目に とまった。 そ こまで行 って， も

こうとは思 わなかったが，何度 か牛 に

向かって石 を投 げつける と，石が木 の

間を通 るたびに， リンゴは決 まって何

個 か落 ちて来 た。彼 はそれ を母親 の と

ころへ持 ち帰 った。 「この リンゴは私

たちの家 の ものではないです ね。」母 は

戒 めた。以後二度 と牛 に向か って石を

投 げる ことは しなか った。 そ して少年

は，正直 について大切 な教訓 を得たの

だった。

女 や子供 たちが，馬車 や乗 り物 に乗

って，列車へ殺到 していた，あの出発

の朝 の ことだった と思 う。 ジ ョージ ・

Ｓ・ロムニーは，１５歳 のマ リオンをか た

わ らに呼んで，困難 に直面 して いる現

況 を説 明 した。 人々は生命 の安全 を求

めて国外 に退去す るところで あった。

ピア ソンの駅 の広場 は，馬車や馬で混

雑 していた。男た ちはメキシコに残 る

はずで あるか ら，家族 の長 たる責任 と

家族 の数 々の問題 に遭遇 した時，母 と

弟 と妹 の面倒 を見 る責任 はマ リオン，

おまえにある， と父 はマ リオンにはっ

き り言 いきかせ た。今 やこの少年 は成

熟 し，人生の新 しい意 味を切 り開 き始

めた ので あった。

家族 は，家長た る父親が合流 す るの

を待 って， しば らくエルパ ソにとどま

った。そ の後， しば らくカ リフォル ニ

アへ行 き， さ らに， キャシア ・アカデ

ミーのあるアイダホ州 オーク レーへ と

移 った。 ジ ョージ ・Ｓ ・ロムニーは，

自分 の教育 を完全 に受 け，教育機関で

働 きたい とい う希望が あった。そのた

め彼 は，ア カデ ミーで教べ んを執 った。

彼 と弟の ガス ケル は，そ こで若干 の資

産を持 ってい たが， 自分た ちの力でで

２６０



（上 ） １９６３年十 二 使徒 評 議 員会 会

員 の ロム ニ ー長 老

（右 ） １９６２年 １０月号 の 「イ ン プ ル

ー ブメ ン ト ・エ ラ誌 」 の表 紙 。

テ ンプ ル ・ス ク エ ア にて

きるものは何で もや ろうと，学校 や教

会 の建築， また彼 ら自身 の家 の建築 の

ために，皆つ ぎ込んで しま った。生活

は苦 しか った。給料 日が来た時， ２家

族１９人 のため に，８０ドル しか入 らない

ことが あった。什分 の一を納 めようか 。

２６１
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納めて一体 や っていけ るだろ うか。 も

う収支決算 な どしよ うがない。今，什

分の一を納 め られな くとも，主 はわか

って下 さるだろ うか。答 えは 「什分 の

一は即 刻支払 うべ し」で あった
。着 る

もの もほ とん どないマ リオンは， アイ

ダホの寒 さの中を， お金 を持 って監督

の家 まで とぼ とぼ と歩いてい った。彼

は什分 の一 の領収書を持 って，家 へ帰

って来 た。後 に彼 は，什分の一を納あ

るのに， あの時程つ らい思いを した こ

とはなかった と話 して くれた。

ロムニー家はオー ク レーに ３年間住

んだ。４０エー カーの農場 を耕 して暮 し

たつ らい ３年間であった。若 いマ リオ

ンは，秋の収穫の時まで， しば しば学

校を休んで，農作業の手伝いを した。

彼 は父か ら大工仕事を習 っていた。家

族 の収入 を助 けるため に， この才能 も

使 つた。 ．

マ リオ ンの父 は，マ リオ ンがまだ８歳

の時に伝道 に出ていた。若 いマ リオン

が成長 して，少年時代 か ら脱皮 しつつ

あ る時 も，伝道 は何かかすみがかか っ

た遠 い もののよ うに思 われ た。家族 の

苦労 が多かったために， この成長著 し

い少年 に とって，伝道 に出ることな ど

は全 く問題外 の ことだ ったので ある。

だが， この時家族 はすで に レックス

バーグに移 っていて，若 いマ リオンに

も仕 事があ り， お金 も少 したまって い

た。彼 の言葉 を借 りれ ばこ うで ある。

あ る日，大会 に出か けて いって，十二

使徒評議員会 のメル ビン ・Ｊ ・バ ラー

ド長老５の話 を聞 いた。 バ ラー ド長老

の霊的 な経験 は並み はずれた もので あ

り，劇的 でさえあった。聖歌隊用の席

の一番端か ら， この青年は集会の間，

ず っ とバ ラー ド長老 に目を向け，その

信 じが たい話 に耳を傾 けていた。彼の

心 には，新 しく固 い決意が湧 き上 が っ

て来 た。集会後，若い マ リオ ンは父の

ところへ行 って， こう言 った。 「お と

うさん，私 は伝 道 に出 た い と思 い ま

す 。」父 は驚 いて しまった。彼 はかまわ

ず続 けた。 「お金 は少 しあ ります。 も

し私 と一緒 に銀行へ行 って，不足分 を

借 りて くれた ら，私 はす ぐに出ます。」
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（下 ） １９３５年 ， 艸１議 会 議 員を 務 め た と き

の ロ ム ニ ー長 老 。 そ の下 は ，妻 の ア イ

ダ ・ジ ェン セ ン ・ロ ム ニ ー と共 に

嬢

ふた りは銀行へ向か った。親切 な銀行

員 は彼を信用 して，融資 して くれた。

マ リオンは船でオ ース トラ リアに向か

った。

伝道か ら帰還後， ロムニー副管長は

この借金 を無事返済 した。

ロムニー副管長 は，すでに子供 の時

に， 自分 の偉大 な可能性の あることを

知 って いた。決 して群衆の中 に自己を

見失 うよ うなことはな く，彼のため に

備 え られ た人生 は広 く門戸を開 き，数

多 くの機会が待 ち受 けて いることを知

って いた。

１１， ２歳 のまだ幼 い頃，彼 は祖父の

Ｌ ・Ｈ ・レッ ドか ら祝福師 の祝福を受

けた。 アブ ラハム とヤ コブ とい う高貴

な血統か ら生 まれ た彼 は，並 の人物で

はなか った。 その祝福 の中で， あなた

は偉大 な業 を果 たす ための機会を待 ち

望 んでいる， と告 げ られ， また これを

成 し遂 げ るためには，生涯 の初 めか ら

知恵 と知識 を求 める必要が あると戒 め

られた。

様 々な学校 に通学 して知識の探求 に

励む彼 を見， あのよ うな逆境 を経験 し

た彼 を見 る時，私 たちは，彼が この祝

福 を受け るに充分資格 のあるこ とがわ

か るのである。

祝福 には 「汝 は多 くの人 々に福音 を

宣べ るために召 されるであろ う。 自 ら

の選 びにな る天使 が，汝 の益 のため，

汝 と共 にあ り，汝 を守護 している」 と

ある。１９２０年のオース トラ リアでの最

初の伝道以来 ，彼 は多 くの人 々に宣 べ

伝えて帆 るが，最近 では，「多 くの」人

々が何百万 とい う数に増 加 してい る。

また， 「自 らの選び にな る天使」によ

って守護 され るとは，何 とい う祝福 で

あ り，何 とい う保護で あろうか。

また，祝福 のひとつ には，次のよ う

に訓戒 されて いる ものがあ る。 「うる

わ しい天来 の声が平安を ささや くのを

感ず る時，主が汝 の近 くにま します こ

とを忘れぬ よ うに。」このマ リオ ン ・Ｇ

・ロムニーは，そ のささや きを しば し

ば耳 に して いる。彼 はその平安が， 自

分 の人生 の一部で あるかの ように感 じ

て いるので ある。彼が祈 る時，主 が彼

の近 くにお られ ることを疑 う兄弟はい

ない。彼 の祈 りは，それ程 まで に熱 烈

で あ り， その声 も穏やかで，その嘆願

も現実的で誠実で あるため，私 た ちは

主が確か に聞 いて お られ ると知 るので

ある。彼 の誠実 さは，聞 く者の心を動

かす もので あ り，私た ちは皆， ロムニ

ー副管長が祈
って いるか らこそ，私 た

ちが天父 にさ らに近づ けるのだ と感 じ

ている。彼 には，病 いの人をいやすた

めの特別 のいや しの力 も与え られた。

最近，私 自身がラ心臓切開手術の事後

治療 にあたって いて，随分心細 く感 じ

ていた時，彼 は私 の家 に訪問 して くれ

た。彼 の帰 る前，私 は，祝福を与えて

くれ るよ う頼んだ。彼 の信仰の力 と神

に近 くある信仰生活 に完全 な信頼をお

いたか らで ある。

ロムニー副管長 の祝福 は続 く。 「汝

は，汝 の理解 の及 ばぬ程，高 き名誉を

受 け，人 々に尊敬 され るで あろう。汝

の勧告 が求 め られ，汝 の子孫 は汝を ほ

め讃え，汝 の信仰 は汝 を固 ぐ支 えるで

あろ う。汝 の信仰 は王 国の神秘 を解 き

明か し，人 々の力 では理解 し得 ない事

柄 も，汝 の前 では平 明な もの となるで

あろう。将来 に関する示現 が汝 の心 に

開かれ， あ らゆ ることに主 の御手が働

いて いるのを見 るであ ろう。何 とな ら

ば， ジェ レ ドの兄弟の持 った信仰 と違

わぬ信仰が，汝の もの とな るか らであ

る。 ……汝 は主の御業を進め るため に

よ り高 い信任 と指導の地位 にあ って働

くよ う召され るで あろう。」

ロムニー副管長 を長 い間，個人的 に

知 っていた私 たちは， これ ら長期 にわ

２６２
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「……彼は人の心に，

何百という言葉で語 り

かけることを学んだ。

自分が至高者の僕であ

ることを君主に告げる

ためには王宮まで出向

き，自分が神の子であ

ることを農夫に告げる

ためには丸木小屋まで

出かけた。」

２６３

最近のロムニー副管長夫妻

たる約束が実現 しつつ あることを知 り

また， マ リオ ン ・Ｇ ・ロムニーを今 日

あ らしめた ものは， ５，６０年 の努力で

はな く， この偉大 な人 間を，今 日彼 の

持 つ機会のために備 え させ るべ く， あ

らゆ る偉大な性質 と機 会， そ して，試

練，特権，チ ャ レンジ， 時を完全 にひ と

つの もの につ くり上 げた， 永遠 の もの

なので ある。 キ リス トの御名 とその福

音 は，単 に口先だ けの ものではな く，

彼 の意識 の中で，深 く耕 された もので

ある。

ロムニー兄弟 は， も しアイダ ・ジェ

ンセ ンが リックス ・アカデ ミーで教 え

るために， ち ょうど適 当な時 にアイ ダ

ホ ・フ ォール ズか ら出て来て くれなか

った ら， 自分 の生涯が ひど く寂 しい も

のにな ったであろ うとい うことを強調

してやまない人 である。 そのア カデ ミ

ーの校長 であ った彼 の父に雇 われたア

・イダは，す ぐにマ リオ ンに会 った。 そ

の時咲いた ロマンスの花 は，１９２４年 ９

月１２日の結婚以来 今 日まで，長 い間咲

き続 けて いる。 アイ ダは逆境 の時に も

栄光 の時 にも彼 に寄 り添 って きた。彼

らはふた り共大 きな事故 に遭遇 して い

る。 その時，ふた りとも，特 に彼女 の

方 は，全 くの奇跡 によって命を失わず

にす んで いる。彼女 は責任 を果 たす夫

を誇 りに思 い，夫 が旅 にある時， そ し

て困苦 にあ る時，夫 を支 え続 けて き

た。

マ リオ ン ・Ｇ ・ロムニー とアイダ ・

ロムニーには ４人 の子供 があった。 そ

の うちふた りは長 く生 き る特権 にあず

か らなか った。ふた りの息子 はそれぞ

れ結婚 して，両親に愛 され る家 庭を営

んで いる。 カ リフォルニ アの実業家で

ある リチャー ドは妻の ジ ョアンとの間

に大 きな息子 と娘が いる。 ソル トレー

ク市で弁護士業 を営む ジ ョージと妻 の

ジ ョア ンとの間には，１４歳か ら，生 ま

れたばか りの赤ん坊 まで， ５人の子供

がい る。

マ リオ ン ・Ｇ ・ロムニーの強 さを知

りたい と思 うな ら， ただ彼が働 くのを

観察 し， 困難 な問題 を幾 つか彼 と共 に

解 決 してみ るだけでよい。

また，彼の誠実 さと情感 の強 さとを

感 じたい と思 うな ら，彼 が造 り主 に呼

びか け，祝 福を求 めて嘆願 する声 に耳

を傾 けるだ けでよい。 この人物 がひざ

まず くところは皆，聖 な る所 とな るの

で ある。

ロムニ７副管長が教会幹部に召 され

た時 に与 え られた祝福 のひ とつ に次の

よ うな ものが ある。 「．……わが業 に対

す る汝 の信仰 のゆえに，汝 は幸 いな る

かな。見 よ，汝 これまで幾多 の銀難 を

受けたれど…… これよ り後，汝 と汝 の

家族 を， さらに汝 の小 さき者 たちまで

も祝 福せん。か くして，彼 らも信 じ，

真理を知 り，汝 と共 に教 会員 の中に数

え らるる日も来た らん。」

新 しい責任 と新 しい機会 と新 しいチ

ャ レンジを受 けた彼のために，彼 の家

族が，友人が，そ して教会の人々が祈

る ことと言 えば，主が彼を， あらゆ る

必要 な祝福 を もって，祝福 して下 さる

よ うに願 うことで ある。 これ まで，高

くともしびをかか げてきた彼 は， これ

か ら後 も一 層高 くかか げ続 けることで

あろ う。神 よ， マ リオ ン ・Ｇ ・ロムニ

ーを祝福 したまえ
。

注 ）

１） ヘ ン リー 。パ ン ・ダ イ ク （［８５２－ １９３３） ア ．メ リカ

の 牧 師 ， 教 育 者 ． 作 家

２） ラ ビ ソ ドラ ノ ツ ・タ ゴー ノＬ卿 （１８６１－ １９４１） イ ン

ドの 詩 人

３） オ ！レソ ン ・ハ イ ド （１８０３－ １８７８） １８３５年 ２月 １５日

使 徒 に 聖 任 され た

４） ヒ ーバ ー ・Ｃ 。キ ソボ ー ル （１８０１－ １８６８） １８４７年

１２月 ２７日， ブ リガ ム ・ヤ ソ グの 副 管 長 とな る

５） 拘 Ｌビ ン ・Ｊ ・バ ラ ー ド （／８７３－ １９３９） １９１９年 ４

月 ７目使 徒 に聖 任 され た
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ジ ョ ー ジ ・デ ュ ラ ン ト

私が第 ９学年 （中学 ３年に あた る）の年，何 の 目的 もない

宙ぶ らりんのよ うな生活を送 って いた年の ことだ った。 自信

などはおよそ私 の縁 のな いことで，私の行動は，ほ とん どと

いって よいほど，劣等感 に左右 されて いた。次のよ うな経 験

があんなに も明 る く先を照 らす星 とな ったのは，おそ ら くは

自分へ の疑惑が心 に弱 く射 していたせ いだ った と思 う。

金曜 日の ３時 限が問題 の時 間だ った。出席を とる時に，生

徒 全員 は 「準備 してあ ります」，「準備 して いません」の どち

らかを答 えなければな らなか った。答 えが 「準備 して ある」

で あれば， その 日話 をす るのであ り， 「準備 して いません」

で あれば，何 もしな くてよか った。私 はす ぐに， 「準備 しで

あ りません」 と答えれば荷 がお りると思 い込 んだ。

何週間か過 ぎたが，私 は名前を呼ばれ るたびに，落 ち着 き

払 って 「準備 して ありません」 と答 えていた。友 だち も前 に

な らえだった。何人かグル マプなので，ひ とりずつ名前 を呼

ばれて も平気だ った。

ある時教師 と話 して いて，私 は名簿 の私の名前 の ところが

ず っと準備 していない印 なのに気がつ いた。私 は困 った。 し

か しそ うか と言 って友だ ちの前 に立 って話をす る気持に はな

れなか った。皆 の前 で話 をす る ことは，世 の中で一番恐 ろ し

い ことのよ うに思 われた。

私の前 に，大好 きな女 の子 がすわっていた。好 きで たま ら

ないので登 校の時に気の きいた言葉 をかけよ うと考 えるのだ

が， いざ彼女の前 に出 るとポ ー ッとして言葉 が出な くなるの

だった。

ある日，教師が出席を とって私の名前を呼び，私 は 「準備

してあ りません」 と答え た。 その時で ある，あの少女 が私 に

言葉 をかけたのは。彼女 は振 り向 いて私を見つめ， 「準 備 し

た ら ？」 と言 った。 その日，生徒 たちの発表は何 も耳に入 ら

なか っ準。私 はすきな ことが全部 自分 にや って きた ように，

「ぼ くを好き じゃなかった ら
， ど うしてぼ くのことを気 に し

て くれ るものか」 と，ただそ・れだけを考 え続 けて いた。

家に帰 ると，私 は新 聞か らひ とつの記事を捜 し出 し，覚え

込んで しまうほどに繰 り返 し繰 り返 し読んだ。そして記事を

切り抜き，折りたたんで定期入れに入れ， １週間肌身離さず

持ち歩いた。

次の金曜日にな り，私は少女の後ろのいつ もの席についた。

教師が顔をあげずに出席簿を読み上げ始めた。ついに私の名

前が呼ばれた。私はゆっくりと，大変な言葉を口に出 した。
「準備 しました。」

教師は名簿を読むのをやめると，私を見つめ返 した。私は

首をしゃんと上げてこくんとうなずいた。少女は振り返って

ほほえんだ。友だちは 「裏切 り者／」と言うように私を見た。

それか らすわって自分の番を待つ間， 自分のしたことを考え

ると，我なが らこわ くなった。その時，私 は一 大発見 を し

た。こわがってそのために義務を怠 るのでなければこわがっ

たって大丈夫ということである。

順番が来た。私は前に出て話 し始めた。私は言葉を全部暗

唱 していた。最後の言葉を述べてか ら，私は一瞬その場に立

ち止まったが，その時にすば らしい考えが私の頭をかすめ，
‘心にとどま

った。私は自分に言った， 「君が好きだよ。」

私は席に戻って腰をおろした。どの発表も上の空だった。

ただ胸が ドキ ドキして， 「これ こそぼ くの生き方なんだ」と

いう気持だけが次々と心に沸き，沸いては去っていった。
「準備 していません」 という言葉が自分の荷を軽 くし，圧

迫感をなくして くれることは確かである。 「準備 していませ

ん」 と言えば何 もしなくてよい。 しか しそれでは，何かを し

て 「自分が好 きだ」 と言えるようになったあの喜びを決 して

得 られないだろう。

２６４
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で， タボル山へ行 きな さい。わた

しはヤ ビンの ぐんぜ いのか しらで

あ るシセ ラとその戦車 と兵士た ち

を，あなたたちの手 にわた そ う。』」

す るとバ ラクはデボ ラに 「あな

たがい っ しょに行 って くだ さるの

で した ら行 きま しょう。 しか しあ

なたが行 って くだ さらないので し

た ら，私 も行 きませ ん」 と言 いま

した。

デ ボラは答 え ま した。 「はい，

行 きま しょう。 しか し， このい く

さはあなたの手が らにはな りませ

んよ。主は シセ ラをひ とりの女の

手 にわた され るで しょうか ら。」

そ こでバ ラクはイ スラエノレの勇
わか

ま しい若者 た ちを集 めて，悪王 ヤ

ビンをせめにでかけ ま した。バ ラ

クの ぐんたいの中にはデボ ラもい

ま した。

そ して平地 に さ しかか った とき

バ ラクの ぐんたいは，そ こにテ ン

トをは っていたケニび とのへベル

に会い ま した。ヘベルは シセ ラが

タボル山にのぼ った ことを，バ ラ

クに知 らせ ました。

い っぼ うシセ ラは，バ ラクが １

万人の兵士 をひ きいてや って くる

のを発見 す ると， ９００両 の鉄 の戦

車 と全兵士 を集 あて， イス ラエル

を こうげ きさせ ま した。

その とき， デ ボ ラ は バ ラクに

「さあ行 きなさい。主 はき ょうシ

セ ラをあなたの手 に渡 され ます。

主 はあなたの先 に立 って行 かれ ま

す 。」

主 はバ ラクとイス ラエルのひ と

び とを守 って くだ さいま した。そ

してにげてい くシセ ラの ぐんぜ い

は， みな殺 され ま した。 しか し，

シセ ラだけはにげて平地 のケニび

とへベ ルの テン トにた ど りつ きま

した。

その ときテ ン トの中にいたヘベ
つ ま

ルの妻 ヤエルは， シセ ラをテ ン ト

の中へむかえいれ，毛布 をかけて

かい ほう しま した。

シセ ラはの どがかわいて水 がの

みたいと言 った ので， ヤエルはぎ

ゅうに ゅうを もってきてのませ ま

した。

シセ ラはヤエルにテ ン トの入 ロ

に立 って， もし人 が来 て 自分 が中

にいるか とたずねた ら， いな いと

こたえて くれ るよ うにた のみ ま し

た。 、

そ して シセ ラは ぐっす りねむ っ

て しまいま した。 ヤエルはテン ト

の くぎをと り， ハ ンマーを手 にも

って シセ ラに近づ き， くぎをシセ

ラの こめかみに うち こんで， シセ

ラを殺 して しまい ま した。

バ ラクがシセ ラを お って ヤエル

のテン トへや って きた とき，ヤエ

ルは 「おはい りくだ さい。 あなた

が さが して い らっしゃる人を お見

せ しま しょう」 と言 いま した。バ

ラクが テ ン トの中に 入 ってみ る

と， シセ ラはたおれ て死 んで いま

した。

こうしてその 日， 神はイス ラエ

ルの人 々をたすけて， カナ ンの王

ヤ ビンの ぐんぜ いを うちやぶ られ

ました。 こうしてイス ラエルのひ

とび とは力を ま し， やがてヤ ビン

をほ ろぼ しま した。

デボ ラとバ ラクは神をほめたた

えて歌 い ま した。

「イス ラエルのあだをかえ して

くだ さった主 をほあたたえよ う。

主 が進 まれ るあ とに， イス ラ

エルはみなよろ こびいさんで し

ナこ力雪っナこｏ

すべて の王 よ， 聞け，

すべて の しどう しゃよ耳をか

たむ けよ。

わた しは主 に歌を ささげよう。

わた しは イスラエルの神，主

を ほめたたえ よう。」

畿繕㌢憲轟∴ …∴熱簸霧盤緯撫魏鑑 践 慕義鍵∴齢鍵



よぷんな荷物
何年 も前のこと，私たちのふ

るさとの町では，燃料 としてお

もに木を使 っていま した。夏の

終 りから秋にかけて，私たちは

馬を数頭つれて荷馬車で山に木

をとりに出かけたもので した。

荷馬車といっても前後にふたつ
れんけつぼ う

ずつ ある車輪 が，連結棒 という

強 くてかたい木でつ ながれてい

るだ けの簡単 なもので した。

男 たちと少年た ちは朝 はや く

ときには 日の出前 に遠 い道 の り

を出かけて いきま した。 お母 さ

んがお弁 当を作 り，少年 たちは

そまつな荷馬車 に乗 って いきま

した。

広 いキ ャニオ ン街道 か らひ と

たびそれ ると， 山を こえ谷 をわ

た る曲が り くね った小道 は，せ

ま くてけわ しい岩 だ らけの道で

した。

行 くときはゆ っくりで した。

で も， た どりつ くとす ぐに仕事

に とりかか りま した。

切 り倒 した木は １頭 の馬 が荷

馬車 の方 にひ いてい き，荷馬車

に ころが し入れ ま した。 しば し

ば丸太 が長す ぎて荷馬車の うし

ろにたれ さが る こともあ りま し

た。 よ うや く積み終わ ると，丸

太 の前 と後 ろを くさ りで荷馬車

に しっか りと しば りつけ，次に

よぶんな丸太 を ６本 たばに して

大 きな くさりで荷馬車 の後 ろに

つな ぎます。

はじめ私は， もうすでに重 い

荷物を積 んでい るのに，なぜ よ

ぶ んな丸太を馬にひかせ るのだ

ろ うとふ しぎに思い ま した。で

も，す ぐにそのわ けがわか りま
恥
マ 茨
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ほん とうにあぶ ないので した。

重 い荷 を積 んだ馬 がけわ しい山

道で だんだんはやさをま して く

る車 を足 をふ んば って おさえる

のはむ ずか しい ことで した。

た とえブ レーキで後 ろの車を

回転 させ ないよ うに した と して

も，荷馬車 は横すべ りして しま

うのです。

重 い荷車 のほかに後 ろに重 い

荷 を引いているのは，適度 に，

荷車 の速度 を落 とす ためなので

す。 これは，馬 が進むべ き適 当

な速 さを こえて走 りすぎないよ
きょうニく

う， また深い狭谷 に くい こんだ

急 な曲が り角で転ぷ くした り，

道 をそれ て走 り出 した りしない

よ うにす るためです。

荷 を積 んだ馬車 が無事 に山道

を くだ りきり，広 いキ ャニオ ン

街道 にた どりつ くと，後 ろにつ

けた丸太 は，後 で数 がそろ った

ときに運 ぶよ う，道 のは しに こ

ろが して残 して おきま した。

時 々，若 い人 々はなぜ 自分 た

ちがつ らい仕事 や訓練， また規

則 や両親 の作 った とりきめな ど

に従 わな ければな らないのだ ろ

うとふ しぎに思 います。で も両

親 は，私 たちに このよ うな重 い

荷 物が必要 な ことを知 って い る

のです。

両親 は，私 たちが転ぷ くした

り，道 をそれ た りしないよ うに

ブ レーキのよ うな ものが必要 な

ことを知 っています。 このよ う

な余分 な荷物 は，私 たちを強 く

しっか りした人物 にす るために

必ず与 え られます。

神の戒 めを守 ることによ って

神 の律法 に対 しでめ従順 を学ぶ

ことは，人生 の最 も偉大 な教訓

のひ とつです。

時 々私たちは，重 すぎ る荷物

を運ぶよ う求 め られます。で も

そ んな とき， なぜ そのよ うな荷

物が与 え られたのかを考 えて み

て くだ さい。知恵 と愛 に満 ちた

天父が，私たちの人生 を導 き祝

福 して くだ さってい ることがよ

くわか ります。

２６８
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．簸 奪

ピ＝ ター ・アグ ー クは， ゆ う びん ひ こ う

きを じっ と見 な が ら， 大 き な た め い きを つ

き ま した。 ひ こ うき は， カ ラ リと晴 れ た ア

ラ スカ の空 を くる くるま わ って い ま した。
こう

もうす ぐチ ャル キ ドシ ク空 港 の， 土 で で き
ちやく

た細 長 い か っそ う路 に着 り くす る こ とで し

ょう。
ニ う

空 港 の た だ ひ とっ の たて 物 で あ る ま る太

小 屋 の 中 で， ピー ター は， い っ か 自分 も雲

を つ き ぬ け， さ っ そ う とひ こ う きを この で
ちやく

こぼ こ したか っそ う路 に着 り くさせ て み た

い な あ と考 え て い ま した。

「森 のパ イロ ッ ト。」ピー ター は っぶ や き

ま した。 「森 のパ イ ロ ッ ト， ピー ター ・ア

グー ク註

ピー ター は， 友 だ ちの サ ム ・ピ トカ のわ

らい 声 に び っ くり して， ま昼 のゆ めか らさ

め ま した。

「な にが お か しいん だ 。」ピー ター は， に

や に や して い る友 だ ちの顔 を 見 て たず ね ま

した。

「君 が ひ こ うきを 見 て い る間， ぼ くは君

を見 て い た の さ。 ま た ゆ め を 見 て る の か

い」 サ ム は に や に や して い ま した。

ピー ター は，．顔 が 赤 くな るの を か ん じて

２６９
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み ん な に見 られ ない よ う に， む こ うを む き

ま した。 で も，友 だ ちが 自分 を見 て い るよ

うな気 が しま した。 パ イロ ッ．トに な りた い

とい うのが なぜ そん な にお か しい の だ ろ う

と ピー ター は思 い ま した。

とっぜ ん ピー ター は， 「友 だ ちの マ イ ク
ちやく

さん が ひ こ うきを着 り くさせ るの を見 て て

な に が お か しい の さ」 とい って い る 自分 の

声 を 聞 き ま した。

「な ん だ， 君 の友 だ ちな の か。 知 らな か

った よ ！」 サ ム は び っ く り して さけ び ま し

た。

「ほ ん と うさ」 と， ピー ター は 自 しん あ

りげ に見 せ よ う と しなが らい い ま した。 し

ゃべ る前 に考 え れ ば よか った と思 い ま した

が ， も うお そす ぎ ま した。 な ん とか しな け

れ ば な りませ ん。

「も しきみ とパ イ ロ ッ トが 友 だ ち な ら，

ち ょ っ とだ けで も， ぼ くた ちを ひ こ うき に

乗 せ て くれ る よ う に して も ら え な い か な

あ」 と， サ ムは期 待 して た のみ ま した。

ピー ター が答 え よ う とす る間 もな く， さ

らに ４人 の子 ど もた ちが ベ ンチ に こ しか け
ちやく

ま した。 み ん な ひ こ うきが着 り くす るの を

見 に来 た の で す。

「ぼ くた ちを ひ こ うき に乗 せ て くれ る っ

て ？」 と， ひ と りが 聞 き ま した。

「そ れ はす ごいや」 と， もうひ と りが大

きな声 で い い ま した。

ピー ター は， ひ こ うきを 見 るの に い そが

し くて 聞 こえ な いふ りを しま した。 そ して



ひ こ うきが か っそ う路 に お りて ２， ３度 は

ね ， か っそ う路 の は しまで は しって い くの

を じ っ と見 て い ま した。 ゆ うび ん ひ こ うき

は ， 小 屋 か らほ ん の 少 しは な れ た と こ ろに

止 ま りま した。 そ して パ イロ ッ トが， ゆ う

び んぶ くろを も って お りて き ま した。

「た の んで くれ るか い」 と サ ムは た ず ね

ま した。

ピー ター はか な し くな りま した。 知 り も

しな い あ こが れ の人 に た の む な ん て，

ター に は で き な い こ とで した。 し

ば ら くひ こ う きを見 て か ら， 友 だ

ち のほ うに む きな お りま した。

「サ ム， さ っ きは たぶ ん ゆ め を

見 て いた ん だ よ。 ほ ん と うは パ イ

ロ ッ トなん か 知 らな い ん だ。 名 前

だ って知 らな いん だ よ 。」

ピー ター は， パ イロ ッ トが ま る

太 小 屋 の近 くに いた こ とを 知 りま

せ ん で した。 ピー ター は ど う して

よ い か わ か らず ， うつ む いて ベ ン

チ に す わ りま した。 ほか の子 ど もた ち

は， ピー ター が ひ と りぼ っちで 考 え こ

ん で い る間 に， ひ こ うき を も っと近 く

で 見 よ う とか け だ して行 き ま した。 ピ

ー ター は 自分 で 自分 に は らを立 てて い

ま した。 うそ を つ い た こ とを知 った サ

ム は， もう ピー ター を しん じて くれ な

い こ とで し ょ う。

ピー ター は ひ こう きの ほ うを 見 ま し



た。 小 さな ４人 乗 りの， 銀 色 の しま の入 っ

た青 と 白の ひ こ うき で す。 そ う じ ゅ うせ き

にす わ るの は どん な乗 りご こち だ ろ う と，

ピー ター は考 え ま した。 フ ォー ト ・ユー コ

ンに住 ん で い るい と この ブ レ ッ ドか ら先 週

きた 手紙 に は， 親 しい森 の パ イ ロ ッ トの こ

とが 書 か れ て い ま した。 そ の パ イ ロ ッ トは

ブ レ ッ ドを ひ こ う きに乗 せ ， そ う じ ゅうせ

きに さえ もす わ らせ て くれ た ので す。 いっ

か， パ イ ロ ッ トが あ ま りい そが し．くな い と

きに， 自分 もき っ と友 だ ちに なれ るか も し

れ な い， と ピー ター は思 い ま した。

どれ くらい考 え こん で い た のか ， ふ い に

大 きな手 が か た に おか れ た のを ピー ター は

か ん じま した。 ふ りむ くと， パ イロ ッ トが

に こに こ して い ます。

「な ん とい う名 前 ？」

「ピー ター ・ア グー クで す 。」 ど も るよ

うに して よ うや く答 え ま した。

「ぼ くの名 はべ ン。 君 が友 だ ちに い って

い る のを 聞 い た よ。 ぼ くは し ょう じ きな子

ど もが す き なん だ 。」

パ イ ロ ッ トの大 きな手 は， まだ ピー ター

の か た に お か れ た ま まで した。 ピー ター は
こ うふ く

とつぜ ん今 ま で と ちが う幸 福 な気 もち に な

りま した。 した を もつ らせ なが ら， ピー タ

ー は べ ンに，青 と白 のひ こ うきが す きな こ

と と， い つ か 自分 も森 の パ イロ ッ トに な り

た い ことを話 しま した。

パ イロ ッ トは や さ し くほ ほ え み ま した。＼

「よ し， そ れ じゃあ。 ２， ３日の うち ひ ま ．

が でき た・らう ひ こ う きに乗 せ て 中か ら見 せ

て あ げ よ う。」

ピー ター は， 耳 を うた が い ま した。

「ほ ん と う ？」

「これ は と りひ き さ。 と こ ろで今 ， この ゆ

うびん ぶ くろ運 ん で くれ な い か い 。」

ピー ター は 重 い ゆ うび んぶ くろをか つ い

で， 新 しい友 だ ちの あ とに つ いて 行 き ま し

た。 ピー ター は とて も しあ わせ で した。 そ

して顔 に ９さい の子 ど も ら しい， うれ しそ

うな わ らい を うか べ ま した。

２７１
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ホ ー ム ・テ ィ ー チ ャ 圏一 へ の 質 問

Ｖ ・Ｃ 。フ レイム

教会員を守護す るという神権者に伴

う原則は，教会が組織される以前に，

主によって定められたものであり，こ

の務めは神権者に固有のものである。

ホーム ・ティーチャーに召された者

は，教会員を守護することへの理解を

深め，能力を伸ば したいと願うであろ

う。また私たちはほとんど，正 しい態

度で正 しい事柄を行ないたいと願って

いる。

私たちは神権指導者か ら次の責任を

与え られている。 「各会員の家庭を訪

れ，彼 らが声を挙げてもひそかにても

祈 りをな し，またすべて家庭の務めに

いそ しむように勧め」プそして 「常に

教会員を守護 し，彼 らと共にありて彼

らを強 くすべきものとす。また教会員

の中に邪曲なきよう，互いの間に頑固

なることの なきよう， また虚言， 蔭

口，悪 口など もなき様 注意 すべ きもの

とす。 また教会員 の しば しば集 会す る

ことをはか り，またすべての会員 にそ

の義務をつ くすよ うにな さ しむ。」（教

義 と聖約２０：４７，５３－５５）

この務めは，その家族 の管理権 を持

つ父親を通 して果 たす ものであ る。

さ らに次のよ うに勧 告 されている。

「神権者 によ
って管理 され る家庭 は教

会の基本的な単位 であ る。 ホーム ・テ

ィーチ ャーは神権 の秩序 を重ん じて，

その家庭の管理権 を持 つ父親 と共 に働

く必 要があ る。父親 の立場 を認 めなけ

ればな らない。主 は父親 に，家庭以外

の教 会単位 との関連 を保 ちつつ家庭を

正 し く治 め， また家族 を永遠 の生命 に

導 くよ う，責任 を課 して お られ る。 ホ

ーム ・テ ィーチ ャーは父親 と共 に働 き

つつ，父親 を通 して， その務め と責任

を強 くしてゆ くので ある。」 （「神権 ホ

ーム ●テ ィーチングの手引 き
」１９７１年

版）

私 たちはほとん ど，教 会員 を助 け る

提案や アイデ アを必 要 としている。 そ

こで次 にあげ る質問を もう一度検討 し

てみ よう。厳 し く自問 し， その答 えを

探 し求め るな らば，教会員 を守護す る

正 しい備えができ るであろ う。

７ ＿ 、そ＿ め
に，主の御前にひざまずき，熱心に願

い求めてきたであろうか。担当家族な

らびにその父親 と好ましい関係を築け

るように，それぞれの父親 と適切な時

１こ主の導 きを求めて 祈った であろう

か。私 と神権指導者は，王国の家庭を

堅固にするための主の道具となれるよ

うに，主の御前にひざまずいたであろ

うか。また同僚と共に主の箴言を願い

求めただろうか。

２ 神騰 纏 ＿ 深
く耳を傾けただろうか。十分に彼の心

をくみ取 り，担当家族に対する彼の関

心を理解 しているだろうか。

３ 父親、＿ ＿ 通
して働 くことによって，家庭 の聖な る

本質 を重 ん じているだ ろ うか。父親が

不活発 であった り，非教会員で ある場

合 もそのよ うに して いるだ ろうか。必

要 に応 じて父親 と語 り合 うことがあ る

だろ うか。彼 の話 によ く耳を傾 けてい

るだろ うか。 また励ま し，良い点をほ

め， さ らに高 めるようにしてい るだろ

うか。

２７３



４ 担当＿ 、＿ 係
を築 き， それ を保つ ようにいつ も気 を

配 っているだ ろうか。

５ 担当家獄 糊 守り，

強め ることが，ホ ーム ・テ ィ「チ ャー

に与え られた召 しであ り， また機会で

あることを認識 してい るで あろ うか。

主 は両親 に，毎週 の家 庭の夕べ や， ま

た教 え る機会のあ るたびに家族 に福音

を教え るよう望 んでお られ ることを心

に留めてい るだろ うか。担 当家族が困

ってい る時に同僚 と共 にいつで も援助

で きるよ うに しているであろ うか。

６ 　 釦教会員＿ 助
ける方法を考え，計画 しているだろう

か。また新 しい会員や強 くない会員に

対 してはどうであろうか。

７ 神＿ や監督から与え
られたメッセージを忠実に伝えまた特

別な割当てを果たしているだろうか。

８ ＿ いろい，牒 飾 担
当家族 にあい さつす る ことを習慣 と し

てい るだろ うか。彼 らが集 って いない

時 に，心配 しているだろうか。

９ ま＿ 宮齢 勘家族
として結び固められていない家族のた

めに計画を立てているだろうか。

７０＿ 夕べ＿ ＿
続けるために，父親がどのような援助

を必要 としているか気づいているであ

ろうか。

７ ７病＿ ＿ 碗
の非常時 に，担 当家族 との連 絡が とれ

いつで も助 け られ るようにな ってい る

であろ うか。

７ ２ 担当家鰍 紡 長とし
ての責任を十分に認め，どのようにす

れば父親が神権を存分に行使できるよ

うに援助できるか，いつも考えている

であろうか。

「見よ，われ汝らにすべての事を悉

く命ずるは至当ならず。そは，すべて

の事已むを得ざれば為さざる者は怠惰

なり，賢き僕にあらざればなり。これ

を以て彼は良き報いを受 くることな

し。われ誠に汝 らに告 ぐ，人は努めて

善き業に従い，多 くの事をその自由意

志によりて為 し，多 くの正しき事を為

し遂げよ。そは人自らの中に自由の意

志ありて己れの事を自ら為す者なれば

なり。従って入善を為さば決 してその

報いを失わざらん。されど命令を受 く

るまでは何事をもなすことな く，疑い

の心を以て命令を受けこれを不精不精

に守る者は救われず。主は言 う，人間

を造りしはわれにあらずや。われ，わ

が命に従わざる者を罪なしとせざらん

や。主は言 う，われ約束 してこれを果

さざりしことあらんや。われ命を下す

に人 これに従わずば，われ我約束を取

消し祝福を与えず。その時，人々心の

中に言わん。 こは主の御業にあらず，

主の約束果されざればなりと。されど

か くの如き人は禍なるかな。その報い

は地の下に潜み，天よりの報いあらざ

ればなり。」（教義 と聖約５８：２６－３３）

２７４



福音と
、

ジ ェ ラ ル ド ・ Ｅ ・ジ ョ ー ン ズ

時代によ って，人 々の動物 に対す る

接 し方は様 々であ る。 かつて崇拝 され

た動物が現在 は虐待 されている。 とこ

ろで私 た ちの天 父は この ことについて

どのよ うに考 えてお られるので あろ う

か。古 代，現代 の予言者 たちは， これ

に関 して多 くの ことを語 っている。

動物が地上 に お か れ た 時， 天 父 は

「良 し」 と言 われた
。 （創世 １：２５参

照）創世 の時か ら，人 間には動物 たち

を治め る主権 が与 え られた。 （創世 １

：２６参照） この神 よ りの委託が いか に

重 大であ るかは， ジ ョセフ ・ス ミスの

霊感訳聖書 の創世記 に明確 に記 されて

いる。

「すべ て生 きて動 くもの はあなたか

たの食物 となる。 さきに青草を あなた

がたに与 えた ように，わた しはすべて

の ものをあなたが たに与えた… また，

あなたが たのいのちを保つために肉を

食べ るときの ほか は，血を流 してはな

らない。わた しはいかな る獣の血 に対

してで も， あなたがた にその血の価 を

要求す る。」 （霊感訳創世 ９ ：９，１１）

動物を親切 に取 り扱わねばな らない

ことは， モーセの律法の中に も見 られ

る。主 はイスラエルの民に，牛を優 し

く扱 い，刈 り入れた穀物の上 を歩 かせ

て脱穀をす るときに口輪 をかけないよ

うにと言われた。 （申命２５：４）

また，力の異な る動物にひ とつの くび

きをかけ ることも同様 に禁 じられ た。

（申命２２：１０）

主は，た とえそれが憎 む者 の家畜で

２７５

あって も，荷物を積みす ぎて困 ってい

るときは助 けるよ うに と命 じられた。

（出エジプ ト２３：４， ５）安息 日には

家畜 に も仕事 を休 ませ なければな らな

か った。 （出エジプ ト２０：１０）箴言 に

は次 のよ うにある。 「正 しい人 はそ の

家畜 の命 を顧 みる，悪 しき者 は残忍を

もって， あわれみ とす る。」（箴言１２：

１０）

予言者 イザ ヤは，福千年 の統治 にお

いては，すべ て生 き物へ の残忍 さが消

え さることを述べ ている。

「おおかみは小羊 と共 にや ど り，ひ

ょ うは子 やぎ と共 に伏 し，子牛，若 じ

し，肥 えたる家畜 は共 にいて，小 さい

わ らべに導 かれ，

雌牛 と熊 とは食 い物を共 に し，牛の

子 と熊 の子 と共 に伏 し， ししは牛のよ

うにわ らを：食い，
たわむ

乳 のみ子 は毒蛇 のほ らに戯れ，乳離

れの子 は手 をまむ しの穴 に入れ る。

彼 らはわが聖 なる山 のどこにおいて

も， そ こな うことな く，やぶ ることが

ない。水が海をおお ってい るよ うに，

主 を知 る知識 が 地 に満 ち るか らで あ

る。」 （イザ ヤ１１：６－ ９）

主 はこの福 千年間の動物 の状態 につ

いて さ らにホセアに説 いてお られる。

「その 日には
，わた しはまたあなた

のた めに野の獣 ，空の鳥および地 の這

うものと契 約を結 び， また弓 と，つ る

ぎと，戦 争 とを地 か ら断 って， あなた

を安 らか に伏 させ る。」 （ホセア ２ ：

１８）．

このよ うに主 が動物 たちに関心 を持

ってお られ ることは， ル カ１２：６か ら

も明 らかであ る。主 は売 られているす

ずめ について， 「その一羽 も神 のみ ま

えで忘れ られてはいない」 と述べ てお

られ る。

末 日に下 された啓示 で，動物 たちに

関係 す る最初 の言葉 は，「教義 と聖 約」

の中 に見 られ る， １８３１年 ３月 ｝こ予言者

ジョセブ ・スミスに与えられた啓示に

よって，菜食主義は人 に下 された教え

として要求されていないこと， しかし

依然として，人は動物の血を流すこと

に責任のあることが明らかにされた。

「また，何人たりとも人は肉を食 う

べきにあらずとしてこれを人に禁ず る

者は，神より聖職の按手任命を受けし

者にあらず。

見よ，野の獣空の鳥および地より生

え出ずるところのものは，人が食い且

つ着んがために，またこれを豊に持つ

様に神の定むるところなればなり。

またいたずらに血を流す者，すなわ

ち肉を無意味に費す者 は禍なるかな。」

（教義と聖約４９：１８，１９，２１）

予言者 ジ ョセブ ・ス ミスは聖書 を改

訳 していた とき，黙示録 ４章 ６節 に述

べ られてい る 「４つの生物」 に関 して

明確 に理解 したい と思 った。教義 と聖

約第７７章 には， これに関す る主か らの

答えが記 されてい る。 「神 のパ ラダイ

スな る天 」には，獣 と，這 うものと，

空の鳥 と，その他神 が創造 され たすべ

ての生 き物 が住 む ことが啓示 された。

（第 ２節）

復活 における動物 たちの状態 は，第
馳
４節 に記 され た こと以外知 られていな

い。 しか し，復活 した動物た ちは 「知

識 に充 ち満 ち」て お り， 「動 き働 く」

能力 を持 っている と信 じられ る。．

１８３４年夏， シオ ンの陣営 において，

動物 の生命 につ いて実際 に考え る出来

事 が起 きた。予言者 ジ ョセブ ・ス ミス

は この ことを次 のよ うに記 してい る。

「テン トを設営 して いた とき
，私 た

ちは ３匹 のが らが ら蛇を見つけた。兄

弟たちが それを 殺 そ うと していたの

で，私 は声 をか けた。 『放 ってお きな

さい。危害 を加 えてはいけません。 も

し神 の しもべ が悪意を持 って蛇 に戦 い

をい どむ な らば，蛇 はその毒を捨 てよ





うとするで しょうか。私たちは，動物

になんの害 も加えてはなりません。私

たちが邪悪な考えを捨てて，動物たち

を殺すのを止めたとき，ライオンと小

羊はいっしょに住み，乳飲み子はなん

の害 も受けることなく蛇 と遊べるので

す。そこで，兄弟たちは蛇を慎重に棒

の先にのせ，小川を越えて向 こう岸へ

持 って行った。そこで私は，旅行中飢

えのため必要に迫 られない限 り，蛇や

小鳥やその他の動物を殺 さないように

兄弟たちにすすめた。」 （「教会歴史記

録」第 ２巻（（英文））Ｐ．７１，７２）

この予言者の教えを兄弟たちが実行

したことが １ヵ月 ほど後に起 こった ２

度の出来事からわかる。 「ハィラム ・

ス トラットンと彼の友人が，けさ毛布

をたたんでいた とき， ２匹のが らが ら

蛇が毛布の下で静かに休んでいるのを

見づけた。そこで彼 らは注意深 くキャ

ンプの外に蛇を運び出 した。」

「ブ リガム ・ヤング隊長のテントで

兄弟たちが寝仕度をしていたとき，ひ

とりの兄弟が，まさに身構えているが

らが ら蛇を見つけ，殺そうとした。そ

のとき， ヤング隊長は蛇を傷つけ るこ

とな くテン トの外へ運び出すよ うに命

じた。す るとカーペ ンター兄弟 は両手

で蛇 をつかみ，安全な所 まで運んで，

蛇 に戻ってこないようにと言 い含めて

か ら， 自由に してやった。」 （「教会歴

史記録」第 ２巻（（英文））， Ｐ．１０１，１０２）
ｒ

黙示録 に記 され た ヨハネの見 た示現

や，死後 の動物 たちの行 き先 につ いて

２７７

予言者 ジ ョセブはさ らに説明を加えて

いる。 その説明か らわか るように， ヨ

ハネはおそ らく天 における数多 くの生

き物 を見 たに違 いない。 しか もこれ ら

は 「私 たちの老 えも及ぼない珍 しい動

物」 であ り，すべ ての動物が 「天で見

られたに違 いない。」 そ して， 彼 はま

た このよ うに も述べ ている。 「神 は御

自身が創造 された ものを， それが獣で

あろ うと， 鳥や魚 であろ うと，入 であ

ろうと，すべての ものを救 うことによ

って栄光を御 自身に帰 され るとい うこ

とを ヨハ ネは学んだのであ る。」 （「教

会歴史記録 」第 ５巻（（英文））Ｐ．３４３）

彼 は動物の復活 について さらに教 え

て いる。「『私 は動物の救 いを信 じるこ

とがで きない』 と，言 ってい る人 がい

る。 このよ うなことは あり得ない とあ

なたが たに言 う人 は，だれで も，啓示

は真実 でない と告 げて いるので ある。

ヨハネは神を ほめたたえ るその生 き物

の言葉 を聞き， その言葉 を理解 した。

これ らの生 き物 を創造 した神 は，語 ら

れ る言葉 をすべて理解 す ることがおで

きになる。 ４つの生 き物 は創造 の目的

を満 た した最 も高貴な動物 であ り，完

全無欠なため に他の世 界か ら救 われて

いた動物 であ る。彼 らはその天 におい

て天 使のよ うであ った。彼 らが どこか

らや って きたのかは告 げ られてお らず

私 は知 らない。 しか し， ヨハ ネは これ

らの生 き物 を見て，彼 らが神 にほまれ

と栄光を帰す る声を聞いたのであ る。一

（「教 会歴 史記録」第 ５巻（（英 文））Ｐ．３４３，

３４４）

ブ リガム ・ヤング もまた，動物 に関

心を持 っていた。例えば， ソル トレー

クの旧タバナ クルにおいて次 のように

説教 した。 「人 々を聖 くしよ う。そ う

すれば， その足下 の地 も聖 くな るで あ

ろ う。人 々を聖 くし，神 の 「みたま』

に満 た され るよ うに しよ う。 そ うすれ

ば， すべての動物 と地 の這 うものに平

和が訪れ るで あろう……清 さが増 せば

争 いは少 な くなり，動物への愛が増せ

ば， それだ け，平和 も増 すであ ろう。

そ うすれ ば，獣の どう猛な性質は消え

去 って しま うで あろうｄ （「説教 集」

第 １巻（（英文））Ｐ．２０３）

ヤ ング大管長 はまた，末 日聖徒 は主

か ら託 され た この地上 のものを正 しく

取 り扱 え るよ うになるまで， 「日の栄

の王 国を決 して受 け継 ぐことはで きな

い」 と警 告 してい る。 とりわけ家畜 に

関 して，，「あなたがたの牛馬 の世話を

よ くす るよ うに」 と述べ ている。 これ

を怠 る者 は 「裁 き主 の前 に立 って責 め

を負 う」 であ ろう。㌧（「説教集」第１１巻

（（英文））Ｐ．１４１）

ブ リガム ・ヤング大 管長 の副管長で

あったジ ョージ ・Ｑ ・キ ャノンは動物

を優 しく取 り扱 うことについて， いか

なる末 日聖徒 よりも多 くの記 事を書 い

ている。 ジュブニール ・イ ンス トラク

ター誌 の編集長 と して，動物 に親切 に

するよ う呼びか ける社説を１８６８年に書

き始 めた。 １８９７年，彼 は日曜学校が後

援 す る 「愛護 の日」を設 けるこ とを発

表 した。 ２月 中を この 「愛護 の日」 と

し，その後 ， このプ ログ ラムは教会で

２０年間 も続 いた。

「ロレンゾ 。スノー大管長はバプテス

マを受けて間もな く，狩 りに対する考

え方が変わったことを次のように日記

に書いている。 「獲物を追って静かに

歩いていた時，私 は自分の心がとがめ

られるのを強 く感 じた。狩りの楽 しみ

とは無害で罪のない動物を追いかけま

わして，痛めつけ殺すことである。そ

の動物たちは私 と同じように生きる権

利と楽 しむ権利を持っているに違いな

いのである。私はそれが正当な根拠を

持たない単なる道楽にすぎないことを

悟 った。心にとがめを感 じなが ら，私

は鉄砲を肩にかけて，家に帰った。そ



の時以来今 日に至 るまで，私 はそのよ

うな残虐な楽 しみを再 び持 ちたい とも

思わ なか った 。」

ジ ョージ ・Ｑ ・キャノンの後任 とし

て， ジュブニール ・イ ンス トラクター

誌 の編集長 とな った ジ ョセ フ ・Ｆ ・ス

ミス大管長は， 「愛護の日」の浸透に

さらに力を尽 くした。１９１２年 ２月，彼

は 「動物を愛する」 と題 して２ページ

にわたる社説を載せた。

「すべての動物に対する愛， とりわ

け家畜に対する愛情は， もちろん人が

発達 させなければならない美徳である

が，人間に課せ られた絶対的な義務で

もある………いかなる動物であろうと

も虐待す ることは許されない

次の詩にみられるキリス トのような心

を人類が受け入れ，それに従って生活

する時代は，なん とすば らしいことで

あろうか。 「あなたが与えることので

きない生命を取り去ってはな らない。

すべてのものには乳、同等の生きる権利

がある。」 、

１９１８年 ４月号のジュブニール ・イン

ス トラクター誌の社説はこのことが非

常に重要であることを強調 し，それは

また１９２７年の ４月号でも繰 り返 し強調

された。

「野の獣や空の鳥に慈悲深 くあると

は， どういうことだろうか。それは私

たちの手に託された動物の生命につい

て考えるだけでは足りない。神の創造

物へ心か ら感謝の気持を持たなければ

な らない。そこから神の愛を知 るので

ある。神はすべての生き物を神の子供

たちが用いるものとして創造された。

私たちは，はたして創造主の立場に立

って，これ らの生き物を優 しく取 り扱

っているだろうか。

神の目的を理解 し，創造を続けるに

必要な動物界の均衡を保 とうとする時

感謝の気持は増すに違いない。一方，

人に課せられた聖なる義務を顧みない

気ま ぐれな人間は，生命を意に介さな

かった。そ して地球を訪れる不幸も考

えず，冷淡に動物を殺 してきた。小鳥

が無意味に殺されると，その結果ペス

トが流行 し，世界の人々が病苦に悩ん

だ。創造主の摂理によって，動物たち

はお互いにえじきになるようにつくら

れている。動物は人類の利益のために

安全な均衡を保っているのである。

……不必要な殺 りくを くり返すと，

明らかに霊的損失をきたす。人は創造

主を礼拝できな くなり，神の創造物に

必要以上に無 とん着になる。一方，す

べての生命を愛すればよりすばらしい

人生を過ごせるのである。その愛は，

神の恵みを必要としている人々の霊性

を著 しく高める。

気まぐれな殺 りくは人類に悪影響を

及ぼす。償いの律法というものがあっ

て，生き物を傷つけたり殺 したりする

と，この報いが罪を犯 した者の上にや

って くるのである。主から託された家

畜の生命を気にかけない者は，虐待 し

たがために， しばしばこの物言わぬ動

物からお返 しを受ける。どのような創

造物であろうとも，愛は愛を生む。ま

た自然は人の優 しい扱いに対 して，惜

しみな く応えるものである。

……自然は，私たちが神を知 り，理

解を深めるのに役立つ。主の創造物す

べてに対 して，私たちは世話をし，ま

た心からの敬意を払 う義務を負ってい

る。人は，直接的であれ間接的であれ

人 に仕 える動物 に対 して優 しくあるべ

きであ る。 のの しりの言葉やむ ごい仕

打 ちは， そのよ うに振 る舞 う人を傷つ

けて しま う。 自然 の愛 と神の愛は よ く

似 てお り，両者 は分かつ ことがで きな

い。」

デビ ッ ド・０ ・マ ッケイ大管長 は，

動物 に優 しくす るよ うに と，総 大会で

しば しば語 って いる。１９５１年１０月 ，彼

はこの ように述べてい る。 「真 の末 日

聖徒 は，動物，その他 すべての創造物

に対 して親 切で ある。なぜな ら，神 が

すべてを創造 されたか らであ る。」

第 １０代大管長 ジ ョセ フ ・フ ィールデ

ィング ・ス ミス も，動物 の保護 に関 し

て述べてい る。 １９２８年， 使徒 の ときに

教 会の総 大会で次 のよ うに述べ た。

「そ こで私 たちは
，主 が救 お うと老 え

てお られ るのは，天 と：地だけではな く

また地 球上 に住 む人 間だけで もな くて

神 によ って創造 され たすべ ての もので

あ ることがわか る。獣 も，海 に住む魚

も，空 を飛 ぶ鳥 も，人間 と同 じよ うに

復活 を通 して更新 され る。 なぜ な ら，

それ らも生 ける霊 の結合体だか らで あ

る。」（「大会報告」１９２８年 １０月（（英文））Ｐ．

１００）

予言者た ちは一致 して，動物界 に対

す る人 間の義務 を思 い起 こす ようにと

説 いて いる。主 はノアに言われた。

「……わた しはいかな る獣の血に対 し

てで も， あなたがた にそ の血の価を要

求す る。」 （霊感訳 創世 ９ ：１１） この

地球 と地上のすべての創造物の世話 を

す ることは，人が神か ら託 された責任

で ある。

ジ ョＦ ソ ズ博：士 は， 現 在 カ リフ ォ ル ニ ア 州

パ ー ク レイ大 学 の イ ソ ス テ ィチ ュ ー ト指 導 主

事 で あ る。 な お ， これ まで セ ミナ リー で１５年

間 教 鞭 を 執 って きた 。 同博 士 は ， 現 在 カ リフ

ォル ニ ァ州 ウ ォル ナ ッ ト ・ク リー ク ・ス テ ー

キ 部 プ レザ ソ トヒル 。ワ ー ド部 の 日曜 学 校 教

師 で もあ る。

２７８
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なんとすばらしい

人生の目的！

シ シ リー ・シ ム

シ ンガ ポー ル

私 は カ トリックの学校 に学び， カ ト

リックに改宗 しま した。そ う して聖書

を読 み始 めま した。好 きにな った言葉

は， 「まず神 の国と神の義 とを求めな

さい。 そ うすれば， これ らの もの は，

すべて添 えて与 え られ るであ ろう」で

した。 （マタイ ６ ：３３）

私 は末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会

の人 と知 りあうようにな ってか らモル

モン経を読みすば らしい指針 を与えて

くれ るひ とつの聖句 に出合いま した。

カ トリックで習 った ことか らは，私 の

知 って いる限 りにおいて，人生 は重荷

になるほどにひたす ら厳 粛な もので し

た。私 は 「人類が現世 に在 るのは幸福

を得んためであ る」 とい う言葉 を読 ん

だ時の ことを覚えています。 （皿ニー

フ ァイ ２ ：２５）

この簡単な言葉 は 日の光 のよ うに私

の心に射 し込 みま した。何 とす ば らし

い人生の 目的で しょう。

その 日か ら， この聖 句は私 の生活 の

軸 とな りま した。今，私 は毎 日を来 る

がままに生活 しよ うと努 めています。

天父を信頼 して，入生 は良 い もので，

悲 しみがやってきて も私 の力 よりも大

き くはない ことと，天父 はもう一度入

生 の喜 びや しあわせを見つ け られ るよ

うに助 けて下 さることを知 りなが ら。

べ な さ
‘、

毎日の聖典勉強が

私にもたらすもの

ラフ ァエ ル ・ア ル ベル ト ・ガ リイデ ス

ブ エ ノ ス ア イ レス ・ス テー キ 部

以前に，救い主の「「人はパンだけで

生きるものではなく，神の口か ら出る

一つ一つの言葉で生きるものである』

と書いてある」という言葉を読んだ時

のことを思い出 します。 （マタイ ４：

４）この言葉は私の心と霊に深 くしみ

通 りました。乾いていた私の魂はこの

言葉をむさぼるように受け入れたかに

見え私 は心と精神と霊の力のすべてを

もって自分を神の言葉で養いたいと願

いました。

私は毎晩教会の標準聖典を読 もうと

決めま した。聖典の内容に喜びを覚え

まもな くその喜びは知恵 と知識をさら

に得たいという強い望みに変わりやが

てそれは霊的に完成されたいという熱

烈な願いに変わっていきました。聖典

の言葉はやがて天か らの露のように私

の上に注ぎ始めました。私は福音のう

るわしい真理を理解 し始めたのです。

人には言えません。 しか し私はたし

かに自分が少 しずつ変わってきたとわ

かるのです。神についてもっと知り，

すばらしい平安を受け，聖霊のささや

きを聞 くことに，大きな幸せを見いだ

すようになりました。そ して学べぱ学

ぶほど祈るようになり・「ま」ぴたｉ。まも，な

く私は神との絆を心に感 じ姶 め ま し

た。支えを感 じ，守護を感 じ，慈悲を

感 じ，神の忍耐を感 じました。私はそ

のような驚嘆すべき祝福の価値を以前

は知りませんでしたが，私の魂は動か

されま した。・それはまるで主が生命の

木の甘い実を前 もって味わわせたもう

かのように。

疑いな く，聖典を読むことによって

私の生活は変わりました。祈 りと共に

最もすばらしい日課が，私の生活に加

わったのです。



メシヤを見いだした

ユダヤ人弁護士

アイ ザ ッ ク ・ス ワー ツ ブル グ

南 ア フ リカ プ レ トリア

私は弁護士で，南アフリカの トラン

スバールで生粋のユダヤ人を両親とし

て生まれ，まった くのユダヤ的な環境

で育った。１９５０年にユダヤ人女性と結

婚したが，私の生活には何かが欠けて

いた。神が存在すると知っていても，

私は神を本当に知ってはいなかった。

いつもユダヤ教の教会へでかけて，ユ

ダヤ古来の家庭を守ろうとつとめたが

ついにその習慣を捨ててしまった。不

幸なことに私の結婚は離婚に終わった

のである。

そ してある日，不思議にも私は現在

の妻であるエ ドウィナに会った。初め

か ら彼女がモルモンであると知 ってい

たが，そのことはほとんど気にしなか

った。時がたつにつれて，私は彼女を

自分の命よりも愛するようになってい

た。

しかし私に何ができるだろうか。私

が異邦人 とデー トしているということ

で家族の中に生 じた問題を，あなたは

理解できるに違いない。それで私は半

年間モルモンの宗教を研究 し，そのあ

とエ ドウィナが半年間ユダヤ教を研究

すれば問題は皆解決できると考えた。

ふたりでユダヤ教徒になるはずであっ

た。私はエ ドウィナが こう言った時の

ほほえみをいつまで も忘れないだろう

「研究 しましょう。そうすればわかる

わ。」

それからの数 ヵ月 というもの，私 は

多 くの時間を費やし，ひとりになって

読書をし，考え抜いた。

ついにある真夜中の２時頃，私は聖

書に向かった。ひとつの考えが心に浮

かんだ。私は詩篇２３篇をよく知ってい

たが，２２篇は読んだことがなかった。

そこで読み始めると，突然心に光が射

翅
ノ

してきた。 ダ ビデはその出来事 の何年
把メ

も前 に、十字架 の処刑 のあ りさまを壮

大に描 いている。

か き裂 き， ほえたけ るししのよ う

に，わた しにむか って口を開 く。わ

た しは水のよ うに注 ぎ出され， わた

しの骨は ことごと くはずれ， わた し

の心臓 は，ろ うのよ うに，胸 の うちで

溶けた。わた しの力は陶器 の破片 の

ようにかわ き，わた しの舌 はあ ごに

つ く。あなたはわた しを死 のち りに

伏 させ られ る。ま ことに， 犬はわた

しを め ぐり，悪を行 う者の群れがわ

た しを囲んで，わた しの手 と足を刺

し貫 いた。わ た しは自分の骨を こと

ご とく数 えることがで きる。彼 らは

目を とめて，わた しを見 る。彼 らは

互 いにわた しの衣 服を分け，わた し

の着物を くじ引 きにす る。 しか し，

主よ，遠 く離 れないで くだ さい。 わ

が力 よ，速 く来てわた しをお助 け く

だ さい。（詩篇２２：１３－１９）

これを読 んだ時，私 は 自分 が実在す

るようにた しか に，イエスがメ シヤで

あると知 った。それが私 に何 を もた ら

したか，想像で きるだ ろうか。あ との

３ヵ月間 に，私 は自分の考えがすべて

誤 っていたこ とを発見 した。

私 の全人生が変わ り，ひ とつの結論

・鑑 ・

に達 した。私 は間違 って いた と。 メシ

ヤがす でに降臨 して いたと知 った私は

メ シヤの教会 を捜 し始 めた。私 はモル

モ ン経 を熱心 に読んだｏ実 に， モル モ

ン経 は 「ユダヤ人 と異邦人 とにイ エス

は永遠 の神 なるキ リス トにま します…

ことを確信 させ るため」 に書かれ たの

であ る。

私 は読 みなが ら祈 った。聖霊が私 に

福音の真 実な ことを示 した もうた。私

はエ ドウ ィナの ところへ行 き， バプテ

スマを受けたい と告 げた。 そのあ と私

た ちは結婚 した。４１歳 の現在，私 は ト

ランスバ ールステ ーキ部 の高等評議員

として働いてい る。私 は これまでの全

生涯 に，今 持 ってい るよ うな目的 と満

足感を決 して見 いだす ことができなか

った。

２８０
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ロ バ ー ト ・ Ｊ ・マ シ ，ユ ー ズ

断食証会の最中におなかがグーグー

鳴り始める時，あなたは断食を喜びと

は思わないかもしれない。 しか し聖典

は断食とは喜びであると記 している。

「誠にこれは断食 と祈 りにして，言を

換えて言えば悦びと祈 りなり。」（教義

と聖約５９：１４）喜びは幸福な時に覚え

る感情であり，幸福は人間の存在理由

である。 （皿ニーファイ２ ：２５）そう

であるとすれば，断食は私たちを，創

造の目的である喜びの状態に帰 らせる

行為である。

断食日曜日やその他の断食の時に喜

ぶことができるかどうかは，いろいろ

なことにかかっている。そのひとつは

断食の目的が何であるかということで

ある。

なぜ断食をするのか

聖典 には断食の理 由がた くさん載 っ

てい る。弟子た ちが苦 しんで いる人か

ら悪霊を追い出せなかった時， イエス

は彼 らに， 「祈 りと断食」 によ らなけ

れば得 られない霊 の力がある ことを説

明 された。 （マタイ１７：１４－２１）

モーサ ヤの息子 た ちは１ レーマ ン人

に伝道 していた時， 「非常 に熱心 に祈

りと断食 とを したか ら 『予言者 のみた

ま』．と 『啓 示のみたま』 とを受 け， そ

の教 えを宣 べ るときに・は神 に授かった



権能 と威勢 とによ って教 えた。」（アル

マ１７：３）改 宗の時に福音 の真理 につ

いて基礎的な証を得 ていた アルマはの

ちに福音 の教えの ある点について知 る

ため に長 い間断食を して祈 ってい る。

彼 は 「聖 い 『みた ま』」 によって 証 を

受 け，「啓示 の 『みたま」」を与 え られ

た。 （ナル マ ５ ：４４－４７）

断食 は克己 を養い，鍛練 とな る。

（それ は） 「断食 してわが身を苦 しめ

た」 （詩篇３５：１３），「断食を もってわ

た しの魂 を悩 ませ …」 （詩篇６９：１０）

と書 かれ てある通 りで ある。

予言者 アマ レカ・イは，民 に 「断食 と

祈 りとを常 に怠 らず，終 りまで堪え忍

べ。そ うすれば， あなたたちの救われ

ることは主が生 きています よ うに確で

ある」 と言 って，断食 を救 いに結び つ

けてい る。 （オ ムナイ２６）

しか し一番大切な断食の理 由は，主

が それを末 日の啓示で命 じられた こと

で ある。 「われ また汝 らに一つの誠命

を与 う。す なわ ち，汝 ら今よ り後祈 り

と断食 とを続 けて行 うべ し。」（教義 と

聖約８８：７６）

いつ断食をするのか

断食 は しば しば礼拝 と関連 させて考

え られてい る。 （モ ロナイ ６ ：５， 皿

ニーフ ァイ２７：１， 】Ｖニーファイ１２）

また現在多 くの人 が；断食 を守 って い

るのはそのよ うな精神 か らで ある。人

々は ワー ド部 な り支部全体で定 め られ

た断食 日に断食 を し， その食事代 の分

を貧 しい人 のために献金す る。毎週安

息 日１ξは，食事 をその日の精神か ら逸

脱 しないよ うに簡単 に整 え， 肉体労働

や 日常の ごた ごた した仕事 は避 けるべ

きであ る。 （教 義 と聖 約５９：１３）

教会員が不信者 か ら辛 い仕打 ちを受

ける時，断食を して人々の心 が変わる

ように祈 ることがで きる。 その最 も顕

著 な例 は， モーサ ヤ書の中で，父のア

ル マと祭司た ちが アルマを肉体 的に も

霊的 に もいや して ほ しい と主に 「二 日

二晩断食 して祈 った」 と記 されてい る

例で ある。 （モーサ ヤ２７：２２，２３）

のちにアルマが教会の大祭司 にな っ

た時，主 は教会員 に 「まだ神を知 らな

い者 の……ためにたびたび集合 し，一

し ょに断食 して一心 に祈 るように」命

じられた。 （アルマ ６ ＝６）

美 しい王妃 エステル とその民 は，ペ

ル シヤ王の非道 な布告 を撤 回させ よう

と三 日三晩断食 し，布告 は解 かれ た。

（エス テル ４ ：１６）

コル ネ リオは真理 を知 りたい と思 っ

て断食 を し，ペ テロがつかわ されて彼

に福音を説 いた。 （使徒 １０：３０－３３）

アンテオケの指導 者た ちは断食 して

宣教師 となるべ き人 を召 した。 （使徒 ・

１３：１－ ３）

人が死んだ時や戦争の さなかに も断

食 の ことが述べ られてい る。信仰厚 い

ニーフ ァイ人 は，敵 に勝利を収めた時

「大 いに断食 と祈 りとを し
， まことに

大 きな喜び を以て神を礼拝 した 。」 （ア

ル マ４５：１） しか し勝利 は大勢の命の

代償で ある。断食 は悲 しみ嘆 く人 々の

傷 をやわ らげ，平安を もた らした よう

である。 「ニーフ ァイ人が味方の死者

を葬 って， その断食 と喪 と祈 りとの期

節 が終 ってか らは……全 国が平和 にな

ったｏ」 （アル マ３０：２） また別 の時 に

ニー ファ・イ人 は 「暗殺 された大判事 の

葬 式を行 お うとする とき……哀悼 と断

食のために集 ってい る。」（ヒラマ ン９

：１０）

断食 は霊 の力や証，克 己， それに人

の霊の面か ら見た健康 を培 う基礎 とな

るものなので，罪を犯 し虎 人が赦 しを

得 るために非常 に大事な ことであ る。

息子の アル マは天使が現 われたあ と，

口を あけ られなか った こともあってや

むを得ず ３日間断食を した。彼 の魂 が

「一切 の罪 のた めに非常 に良心の とが

めを受 け，永遠 の責苦を感 じた」のは

この時で ある。苦 しんで いた間 に彼は

イエス．・キ リス ト「とその贈 いにつ いて．
‘

父が語 った言葉 を思 い起 こした。 その

思．いはふ くらんでついに罪 の苦 しみに

とって代わ った。 「ああ， この時私 の

感 じた喜び と，私 が見た驚 くべき光 と

はいか にも大 きか った。 ま ことに，私

２８２
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は この時前 に感 じた苦痛 にひと しい ほ

どの喜 びに満 ちたので ある。」 （アル マ

３６：１０－２０） パウ ロもあの奇跡的 な改

宗 の時に， ３日間食 を とらなか った。

（使徒 ９ ：９）

しか し，断食 をすれ ば主 のみ こころ

に反 す ることさえ為 し遂 げ られ る と考

え るのは間違 いである。 ダ ビデは病気

の子供 が死なないよ うに断食 を して祈

ったが， ７日のの ちに子供 は死 んで し

まった。 （サ ムエル下 １２：１５－２３）

どのように断食をするのか

・イエスは 「断食 を して いることを人

に見せ よ うとして」 「陰気 な顔つ き」

をせず， 「断食 をす る時 には， 自分 の

頭 に油を塗 り，顔 を洗 いな さい」 と言

いひ そか に断食をす るよ う説 かれた。

（マタ！ｆ６ ：１６－１８， 皿ニ ーファイ１３

：１６－１８参照）

断食 は喰 物 と飲み物ばか りで な く，

その他 の肉体的 な喜び を断 つことも含

まれている とパウ ロは言 っている。（１

コ リン ト７ ：５）

断食の長 さについては聖典 に規定 さ

れていない。 モーセは 「四十 日四十夜

…パ ンも食べず，水 も飲 まなかった」

と言われてい る。（出エジプ ト３４：２８）

・イエスも 「四十 巳四十夜，断食 を し，

そののち空腹 にな られた 。」 （マタイ ４

２８３

：２）その他断食の時間が記されてい

る所では，ほとんど２， ３日である。

一般的に言って，私たちは大部分の者

にとっては長い期間にわたる断食より

も定期的に２， ３食を抜 く断食の方が

よいようである。

ま と め

予言者 イザ ヤは断食 について的確 に

要約 してい る。それは，利 己心 やひ と

りよが りな理 由で してい るため受け入

れ られない断食が あるとい う指摘 で始

まっている。 そのような人 は，主が 自

分を無視 して断食 に答 えて くれ ない と

不平 を言 った。 そこで予言者 は主 に代

わってその理 由を説明 した。

「見よ
， あなたが たの断食す るのは

ただ争 い と， いさかいのため， また悪

の こぶ しを もって人 を打 つためだ。 き

よ う，あなたがたのなす断食 は， その

声を上 に聞え させ るものではない。 こ

のようなものは，わた しの選ぶ断食 で

あろ うか。人がおのれを苦 しめ る日で

あろ うか。 そのこうべを葦のよ うに伏

せ，コ荒布 と灰 とをその下 に敷 くことで

あろ うか。．あなたは， これを断食 とと

なえ，主 に受 けいれ られ る日と， とな

え るであろ うか。」（イザ ヤ５８：４，５）

そ して断 食の正 しい理 由は何か とい

うこと，またそ こか ら豊 かな恵みが も

た らされ ることについて述 べた。

「わた しが選ぶ ところの断食 は
，悪

のなわを ほどき， くび きのひ もを解 き

しえたげ られ る者を放 ち去 らせ すべて

の くび きを折 るな どの事ではないか。

また飢 えた者 に， あなたのパ ンを分け

与 え， さす らえる貧 しい者を，一あなた

の家 に入 れ，裸 の者を見て， これ に着

せ， 自分 の骨 肉に身を隠 さない などの

事ではないか。 そ うすれば， あなたの

光が暁のよ うにあ らわれ出て， あなた

は，すみやかにいやされ， あなたの義

は あなたの前 に行 き，主 の栄光 はあな

たの しんが りとなる。 また， あなたが

呼ぶ とき，主は答 え られ， あなたが叫

ぶ とき， 『わた しは ここにお る』 と言

われ る。 も し， あなたの中か ら くびき

を除 き，指を さす こと，悪 い事を語 る

ことを除 き，飢えた者に あなたのパ ン

を施 し，苦 しむ者の願いを満 ち足 らせ

るな らば， あなたの光 は暗 きに輝 き，

あなたのや みは真昼 のようにな る。主

は常 にあなたを導 き，良 き物を もって

あなたの願 いを満 ち足 らせ， あなたの

骨を強 くされる。 あなたは潤 った園の

よ うに，水 の絶 えない，泉 のようにな

る。」 （イザ ヤ５８：６－ １１）

正 しい理 由で正 しい時 に，正 しい方

法で断食す る者 に与 え られる これ ら数

々の祝福 は，実 に喜 びの源で ある。
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大阪 ステー キ部

ロ ー ドシ ョ ウ
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鈴 木 晃 二
大阪ワー ド部

１９７３年 ３月３０日は，私 に とって忘れ

ることので きない 日で す。

現 在，私 は大 阪ス テーキ部Ｍ ＩＡ活

動委員 の ドラマの責任に召 されていま

す。支部でＭ ＩＡ第二副会長 としての

責任 に召 され たことはありましたが，

ステーキ部で のＭ ＩＡ の責任 は初 めて

で した。そのため，何 を した ら良 いの

か不安でいっぱいで した。 まず，Ｍ Ｉ

Ａの ロー ドシ ョウを担 当 しなけれ ばな

らない と聞か された時， ど うした らよ

いのか と心配で した。 しか し，私 は心

の中で頑張 らなければ と強 く思い， ロ

ー ドシ ョウのプログラムに取 り組 みま

した。で もなか なか思 うようにはか ど

らないので， あせ りばか りが先 に立 ち

ま した。 そ うしている うちにいつの間

にか数 ヵ月 が過 ぎてゆきま した。今度

のロー ドシ ョウは ワー ド部，支部 ご と

に行 なうので はな くブ ロック制で した

ので，い ろい ろな問題が起 こり， ３月

３０日に開催 され る予定 なの に昨年 の１２

月末 になって も脚本がで きないブ ロ ッ

クもあ りま した。 こう して各ブ ロ ック

がようや く本格的に練習を始め出 した

のが今年の １月に入ってか らで した。

各ブロックはそれぞれのワー ド部，支

部で練習に一生懸命励みました。 しか

しなが らなかなか人数 も集まりにくく

時間の分担なども難 しくてブロック内

での調整がうまく行きませんでした。

舞台装置を作ることも各ブロックとも

本当に苦労 しました。Ｍ ＩＡの時間だ

けではこれ らのことをするのに足りま

せんでしたので，平日も集まって準備

しました。若い兄弟姉妹たちの中には

夜も遅 くまでかかるので家庭か らの苦

情が出たりもしました。そしてあれ こ

れ してい る間 に ３月１５日の リハーサル

の日が来 ま した。

リハーサル は本番 と同 じ豊 中市民会

館 の舞台で行 ない ま した。今度 の ロー

ドシ ョウは今 まで のロー ドシ ョウと違

い舞 台 も大変広 い所 なので，練 習 もさ

らに増 や して場所負 け しない ように頑

張 りま したが， リハーサル の日は，な

かなか思 う通 りにできませ んで した。

各 プロ ッの兄弟姉妹 た ちは， 当 日のロ

ー ドシ ョウの時には もっともっ と素晴

らしいものにしよ うとお互 いに励 ま し

合 い， ３月３０日を 目の前に して練習 に

励 みま した。

いよいよ，その 日がや って きま した 。

私 は この 日を待 って いま した。当 日は

会員 以外 の人 もた くさん会場 に集ま り

ま した。 ４つのブロ ックのロー ドシ ョ

ウ 「風船 」は リハーサルとは見違 える

程 に素晴 らしい ものにな り，幕合 いの

寸劇 も本当 に楽 しい もので した。 この

ロー ドシ ョウは兄弟姉妹ひ とりび とり

に，多 きな喜び と強い証を抱 かせ ま し

た。 ロー ドシ ョウが終わ り，会館出口

２８５



でひとりずつ握手で見送った後，本当

に嬉 しさがこみ上げて来て目頭が熱 く

なるのを覚えました。その時に教会員

ではない人がこう言 ってお られ ま し

た。 「モルモン教会とは本当に素晴 ら

しい教会ですね。こんな機会があった

ら是非，また呼んで下さいね。きっと

来ますか ら」と。

私は神様が，私たちが日々強 くなる

ように多 くのすば らしいプログラムを

）））））））））））））

東京 ステー キ部

与 えて下 さることを強 く心 に感 じま し

た。 そ してみんなで力を合わせ るな ら

ば決 して何事 もで きない ことはない と

思 いま した。 このロー ドシ ョゥのプ ロ

グラムに多 くの兄弟姉妹た ちが一致協

力 して下 さいま した ことを心か ら感謝

しています。私 は今， ロー ドＦ ヨウを

終えて次 の聖 句を心 か らか み レめて い

ます。 「みな語 ることを一 つに し， お

互 の間 に分争 がないよ うに し，．同 じ心

大 運働 会

同 じ思 いになって，堅 く結び合 ってい

てほ しい。」 （１コ リン ト１：１０）

私 は末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教 会

が神様 の唯一 の教会で ある ことを心か

ら証 します。 また，兄弟姉妹 とそのご

家族 の上 に神様 の大 いなる祝福 と恵み

があ り．ますよ うに，心 か らお祈 りしま

す。イエス ・キ リス トのみ名 によ り，

アーメン。

章

）））））））））））））））））
．㌶雌 「㍉

「よ く聞いてお くがよい。 もしあなた

がたが信 じて疑わないな らば， このい

ち じくにあった ような ことが，でき る

ばか りで な く， この山 にむか って》動

き出 して海 の中 にはいれ と言 って も，

その とお りになるで あろう。また，祈

の とき，信 じて求 めるものは，みな与

え られ るであろ う。」（マタイ２１；２１，

２２）新聞の天気予報 による と５月 ５日

の天気は曇の ち雨， しか しそ こに奇跡

が起 こった。それは多 くの信仰深 い兄

弟姉妹た ちの熱 心 な祈 りの結 果 で あ

る。 この運動会のために多 くの兄弟姉

妹た ちが一生懸命準備 を していた こと

を神様 は御存知で， このよ うにすば ら

しい天気 を恵んで下 さったのであ る。

参 加者 も予定通 りの ６００名近 く。本 当

に競技場 の回 りを囲む緑 に負 けぬ程 に

若 さを発散 させた人 々の集 りはすがす

が しい感 じがす る。神権者た ちによ る

騎馬戦，整然 と行進 して行 くこの青年

た ちは，私 に ２，０００年余 りも前 にヒラ

マンに率い られた ２，０００人 の若い強者

た ちを思わせた。 「かれ らはみ な青年

であって筋骨た くましく活発な勇士で

あったばかりでなく，いつ いかなる時

でも委ねられたことを忠実に行った。

かれらはみな神の命令に服従すること

と，神の前に正しく真すぐに暮す こと

とを教えられ，真実な心を持つ真面目

な青年であった。」 真に彼 らの顔は真

理を知った喜びで輝いていた。技を競

うと言 うよりぶつかり合うことにより

兄弟愛を確め合っているような，顔，

顔。私は本当にこの真理を求めてやま

ない兄弟たちを誇 りに思った。

競技場の選択の際も主の力があらわ

））））））））））））Ｗ

ミ

ミ 難 蠕
アロン神権Ｍ ＩＡ第二副会長

れた。デロン神権Ｍ ＩＡ会長の重松征

史兄弟は 「これは神様の祝福だ，奇跡

だ」と喜んでおられた。休 駒の競技場

使用を希望する団体 は本 当に多 くあ

る。東京都で公平にするために各団体

の代表者たちを集めてクジで当選者を

決める。私たちも２， ３の場所に代表

を送った。競争率の高い中で，芝公園

とこの砧公園の使用権を獲得 したので

ある。これが祝福で な くて何で あろ

う。神様は本当に不思議なことをなさ

れる。

“購

欝
幽

２８６
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大
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特
集
号

お しらせ

地 区総 大会 が，本年 ８月２４日か ら２６日に西 ドイ ツの ミュン

ヘ ンで開催 される ことになって います。 リー大管長 をは じめ

教 会幹部 が これに出席 し， また地区内の神権指導者 も出席 す

る予 定です。

この大会は多 くの異 なった国語を話す人々が集まる とい う

珍 しい大 会です。英 国マンチェスター大会 （１９７１） やメキ シ

コシチー大会 （１９７２）で はそれぞれ英語，スペイ ン語 で行 な

われてきま した。 しか しミュンヘ ン大会では， ドイツ語 を話

す聖 徒に加えて， フ ランス語，イ タ リア語 ，スペイ ン語， オ

ランダ語 を話 す聖徒が参加 します。

そ こで聖徒 の道 のスタ ソフも ミュンヘ ンを訪 れ，写真 を取

り・インタ ビューをす る予定ですので，大会の模様 を完全 に報

告 できる と思 います。

ミュンヘン大会特集号の他 に，聖典 特集号，宣教 師活動特

集号， また 「世界 に広が る教会」 に関す る特集号 を計画 して

います。 お見逃 しな く。

聖典 を調べ よ う
日 曜 日

１ ヤ コ フ １ ５， ６

２． １ 、ニー フ ァ イ １５ ７－ １１

３ モ ロ ナ イ １０ ４， ５

４ 皿 ニ ー フ ァ イ ２０ １

５ ヒ ラ マ ン１０ ４， ５

６ ヒ ラ マ ン ３ 。３５

７ ア ル マ １３ ２７ ２９

８ 皿ニー フ ァイ１８ １４， １５

月 曜 日

ア ル マ３４ １７， １８

火 曜 日

ヤ コブ ５ １４， １５

水 曜 日

モ ー サ ヤ２４ ８－ ２５

木 曜 日

アル マ３７ ３６，３７

金 曜 日

教義と聖約８８ ６３－６５

土 曜 日

教義と聖約９ ７－ ９

私たちは信仰が深 くて大そう熱心に

すると兄弟たちは 「見よ，われらの

父は 「かんらん」の木の

またこの記録を受ける時

イエスは群衆と弟子たちに

「ニーファイよ，汝はその為 したる

ことのために

しかし謙遜な人たちはたびたひ断食

して祈 り，

さて，私の兄弟たちよ，私が心の底

からこいねがい，

汝 らは，わが命 したることを

それであるから私の兄弟 らよ，

それから，樹木園の主は

さてアミュロンは次第にアルマとそ

の兄弟 らに向って権力を振い

汝の要する一切の助けを神に祈り求

めよ。

すなわちわれに近づけ，さらはわれ

汝らに近づかん

見 よ ，汝 い ま だ悟 らず。



私 の 証

家 庭 の タ ベ

鈴 木 政 子

岡町ワード部

子供が， 「お母 さんは少 し悦惚 の人

だか ら悲 しいことが あると泣 いて今 に

涙で体 の水分がな くな って死 んで しま

うよ」 と申 します。私は悲 しい ことは

もちろんですが，余 りに も恵 まれて嬉

しいことが あります と， 思い出 して も

よ く涙 ぐむ ことが あります。 き ょう，

キンボール長老御夫妻 が清水伝道部長

御夫妻 と共 にお店 においで下 さいま し

た。本 当に嬉 しい光 栄な ことで ござい

ま した。私が安息 日を聖 く守 ることに

よる神様 のごほうび と大変嬉 し く存 じ

ます。 このことはどんなに私 に力 と励

ま しを与えて下 さることで し ょう。開

店 した当時， 日曜 日に休 みますので，

お客様 は一番 もうか る日曜 日に休 みを

とるあほな店 と言 って，そ う長 く続か

ないよ うなことをほのめか していま し

た。 もう４年 目を迎えよ うと していま

す。今で はお客 様 も日曜 日は教会へ行

っていることを知 っています。初 めは

少 しで もお店の宣伝 にとシャ ッターを

開 けてでか けま したが，教 会か ら帰 る

とお客様が お店の前で待 ってい ること

が たび たびで，少 しの時間で も商売 を

して しまう結果 にな りま した。今 では

全 くシ ャッターを閉め，お店 の小 鳥た

ち も， この日はお 日様 の光 を知 りませ

ん。 お隣 りの中川兄弟姉妹のお店 も安

息 日を聖 く守 ってお られます。 き ょう

私 に与 え られ ま した テー マは家庭 の夕

べを通 して家族 が強 め られる ことにつ

いてで ございます。私 の家で は毎 日，

モル モン経 典を １章 ずつ読む よ うに し

ています。私 が うっか り忘れ ています

と子供 たちか ら言 われます。 ６歳 の子

供 か ら読 み始 めます。時 々，質問を受

けます。子供 たちの心 にきっ と何か残

ってい くことで しょう。 お祈 りで始め

読 み終 え ると家族 の祈 りを して終わ り

ます。

家庭の夕 べは大変楽 しい もので ござ

います。私 は 日曜 日か ら， よ くクラス

の レ ッス ンに耳 を傾 け，本を読んで準

備 します。月曜 日，時間のあ る時は，子

供 の歌 か ら選 んだ歌 を歌 って始 ま りま

す。お祈 りが終 わ り，初 めにモル モン

経典を読 みます。その後，前 の週 に決

めておいた教師 を巾心 に福音 の勉強が

始 まります。年長 の子供 たちが先生 に

な る時，紙 芝居 のよ うに絵 を書 いて，

小 さい子 に も分 るよ うに話 して くれ ま

す。主 人 も私 も感心 しなが ら聞いて い

ます。みんな楽 しそ うです。 この夕べ

では，普段 聞かれないよ うな先祖 の話

を聞いた り， とて も良 いお話 を主人が

して くれます。 その時，子供 たちの目

は揮いています。初 めの頃 は，最後の

リフ レッシュメ ン トが子供 たちにとっ

て一番楽 しい もののよ うで したが，今

では確 かに家庭 の夕べ に もた らされ る

こころの霊 的な ものを子供が要求 して

い ることがよ くわか ります。準備がよ

くで きて， みんなが満足で きる時 は，

満 月のよ うな家 庭のタベです。 しか し

三 日月のよ うに さび しい家庭 の夕べ も

あ ります。私 たちは， この家庭の夕べ

をみんなで育 てて良 い ものに してい き

たい と思 っています。別 の日に家族会

議 を していますので， この家庭の夕べ

は私共 に とってはな くて はな らな い独

特 の楽 しい 日であ り， これか らも一層

そのよ うに していきたい と思 います。

騨 壼『

子供が大学か ら借 りて来た本の中に

ある学校 の校長先生が 「踏むな，踏む

なよろず の草 に花 こころ」 とい う歌 を

先生方 に示 して， きれい な花で も冬に

咲 くものあ り，春 に咲 くもの もあ り，

大 きな花 あり，小 さな花 あり，赤 い花

あ り， 白い花 あり， その時期や大 きさ

や，色 や香 り， それぞれ違えて美 しく

咲 きます。子供 ひとりび とりもこの花

こ ころを持 って 生 まれ て 来 て お りま

す。決 して踏みつ けるよ うな ことを し

ないよう，大事 に育 て，教育 す るよ う

にと悟 して お られま した。私 もそれぞ

れ違 ったものを もって神様 の もとか ら

生 まれて来たひ とりび とりの子供 を大

事 に尊敬 して，育 ててい きたい と思 い

ます。扶助協会 に出席 します と，子供

の育て方，母親 と して必要 なすべての

ことについて学びます。

私 は，家庭の夕べを通 して，確 かに

家族が霊的 に向上 し，親子 の結 びつき

が強 まることを証 します。そ して，現

在 の予言者を通 じて与え られた全組織

のプログラムが私た ちに非常 に大 事な

もので あり， これに参加，出席 す るこ

とにより，進歩 と幸福が もた らされる

ことを証いた します。私 の持 ってい る

喜びが もっと増大す るよ う，謙遜 に神

様 の戒 めに従いたい と思 います。神様

が 生きてま します こと，イエス ・キ リ

ス ト様が仲保者 と して救 い主 ，膿 い主

で あ られます こと， この教 会が唯一 ま

ことの教会であ ります ことを心 よ り証

申 し上 げます。すべてをイエス ・キ リ

ス ト様 の御名 により申 し上 げま した。

アーメンっ

２８８
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